
令和７年度用『高校生の美術１』教科書 訂正のお願い

令和７年11月

　令和７年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和８年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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ヘレーナ［油彩・キャンヴァス／60×50cm］ 1992 

マルレーネ・デュマス［南アフリカ共和国・1953～］
自画像［油彩・板／32×22.5cm］ 1906 
東京国立博物館蔵

安
やす

井
い

曾
そう

太
た

郎
ろう

［京都府・1888～1955］

猿をつれた自画像［油彩・板／40.6×30.4cm］ 1938
オルブライト＝ノックス・アート・ギャラリー蔵［アメリカ］

フリーダ・カーロ［メキシコ・1907～54］

ルネ・キスリング夫人の肖像
［油彩・キャンヴァス／73.7×54.6cm］ 1920
名古屋市美術館蔵

キスリング［ポーランド・1891～1953］

自画像［油彩・キャンヴァス／61.0×50.2cm］ 1929 
東京国立近代美術館蔵

藤
ふじ

田
た

嗣
つぐ

治
はる

［日本-フランス・1886～1968］
P9    藤田

雲のある自画像
［油彩・キャンヴァス／59.5×45.5cm］ 1912～13
岩手県立美術館蔵

萬
よろず

 鐵
てつ

五
ご

郎
ろう

［岩手県・1885～1927］
P121    萬

自画像［木炭・紙／
22.5×16.5cm］ 
1898頃 
ピカソ美術館蔵
［スペイン］

パブロ・ピカソ
［スペイン・
1881～1973］

P13・46・113    ピカソ

観察する目［鉛筆・紙／
約15×18cm］ 2015 生徒作品

いろどり
［油彩・キャンヴァス／
116.7×91cm］
2018 生徒作品

自分を見つめて描こう

自分の顔をじっく
りと見つめながら、 
今の気持ちや性格
などを考え、自画
像で自己の内面が
表れるように描き
ましょう。

顔の部分で表現しよう

目や口などにも感情が表れます。
それぞれの特徴を捉え、顔の部
分で気持ちを表現しましょう。

学びの
目標

人物の印象などを基に、構図や表情などの効果を考え、構想
を練ったり鑑賞したりする。

自己や他者の内面を人物画に表す学習活動
に、主体的に取り組む。

構図や表情、色彩の効果、全体のイメージな
どを捉え、絵の具などの特性を生かして表す。
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アルルカンのカーニバル
［油彩・キャンヴァス／
66×93cm］ 1924～25
オルブライト＝ノックス・
アート・ギャラリー蔵
［アメリカ］
ジョアン・ミロ
［スペイン・1893～1983］
作家がかつて見たヘビやネコ、虫
などの記憶から、それらを自由に
変形し新しい生物をつくりだしてい
る。その生物を室内にちりばめる
ことで、幻想的な世界を生み出し
ている。

P114    ミロ

全員集合
［油彩・キャンヴァス／
162×130cm］ 2019 生徒作品
「これまでに自分が描いたモ
チーフを集めて、日常の中に
潜む不思議な世界を描きまし
た。画面の粗密を考えて、モ
チーフの数や配置を工夫しま
した。」

陶酔
［油彩・キャンヴァス／
116.7×91cm］
2019 生徒作品

「水の球体は廊下に
立っている人の心の
中を表し、球体の中
の様々なものに夢中に
なっている気持ちを、
水に浸ってたゆたうイ
メージに重ねて描きまし
た。」

左：冬のセンプウキ
［アクリル・キャンヴァス
／59.4×42cm］ 1996頃
下：アイディアスケッチ
［サイズ不詳］制作年不詳
石
いし

田
だ

徹
てつ

也
や

［静岡県・1973～2005］
現代社会に生きる人の「心
の寒さ」を、スーツを着た自
画像と扇風機を組み合わ
せ、顔の表情やしぐさを工夫
して表現している。

現実にあるものの形や大きさを変えたり、組み合わせを
工夫したりすることで発想を広げ、自由に想像の世界を
表しましょう。

想像の世界を表そう

P114    シュルレアリスム

想像や空想したイメージなどを基に、形体や色彩、配置、組
み合わせなどの効果を考え、構想を練ったり鑑賞したりする。

空想や夢などから、心の中の世界を表
す学習活動に、主体的に取り組む。

具体物や抽象的なものの組み合わせ、構図や色彩など
の効果、全体のイメージなどを捉え、絵の具などの特性
を生かして表す。

学びの
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キリストの洗礼
［テンペラ・板／
180×152cm］ 1472～73頃 

ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
アンドレア・ヴェロッキオ
［イタリア・1435～88］

才能あふれる青年期
ヴェロッキオの弟子であったレオナルドは絵の中の天使の一人を描くことを任された
（拡大図左の天使と言われている）。レオナルドの表現力の高さに驚いたヴェロッ
キオは絵画を断念し、彫刻に専念するようになったと言われている。

聖母子と聖アンナ
［油彩・板／168×130cm］ 1510頃 
ルーヴル美術館蔵
三角形の構図、顔の表情やまなざ
し、手の表現などにより、安定した
画面の中に、動きや感情の豊かさが
感じられる。

女性の手の習作［金属尖
せん

筆
ぴつ

・紙／
21.5×15cm］ 1490頃
ウィンザー城王室図書館蔵
［イギリス］

1452年

1466年頃

1472年頃

1475年
1482年頃

1483年
1495～98年
1503～06年頃
1510年頃
1519年

イタリア、トスカーナ地方の
ヴィンチ村に生まれる。
イタリアのフィレンツェに出て、
ヴェロッキオの工房に弟子入りをする。
ヴェロッキオの「キリストの洗礼」の
制作に参加。

ミケランジェロ誕生。
ヴェロッキオの工房から独立し、
ミラノに移住する。1480年頃から、
アイデアをスケッチや文章で書き記した
手稿を描き始めたと言われている。

ラファエロ誕生。
「最後の晩餐」を制作する。
「モナ・リザ」を描く。
「聖母子と聖アンナ」を描く。
死去。

その魂の動きができる限り適切に
表現されていないような人物像は、
称賛に値しないだろう。

年表

　14世紀頃から16世紀にかけてイタリアを中心に、人間や自然に目を向け、古代ギリ
シャ、ローマの学芸・文化を復興しようという文化運動（ルネサンス）が興りました。レ
オナルド・ダ・ヴィンチはこの時代を代表する偉大な芸術家として、ミケランジェロ、ラ
ファエロとともに、ルネサンス三大巨匠と称されています。彼は透視図法や感情表現の
探究、科学や解剖学などにも力を入れ、それを作品に生かしました。レオナルドの作品
を中心にルネサンスの表現のよさや特色について考えてみましょう。
P46・109    ミケランジェロ　 P102・109    ラファエロ 　 P109・110    ルネサンスの美術

自画像
［赤チョーク・紙／33.3×21.3cm］
1512頃 トリノ王立図書館蔵
［イタリア］

他の作品にも
隠された
三角を探して
みよう。

人体に着せた布は、その中に人体が
あるかのように表現しなくてはならない。
レオナルド・ダ・ヴィンチ 

 比類なき万能の天才

 才能あふれる青年期

手の表現に注目して
他の作品も見てみよう。
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美術表現の起源� 1～2

　美術表現の起源を明確に規定することはできないだろ
うが、20万年前につくられた道具や身体への彩色も美術
表現と考えるなら、ネアンデルタール人の頃から行われ
ていた。旧石器時代の女性偶像ヴィレンドルフのヴィー
ナスは、胸や腰などの女性的特徴が誇張され、豊猟や多
産を願う祈りや儀式のためにつくられたと考えられる。
また、洞窟の壁面に赤土などの顔料を用いて牛馬や狩猟
の様子などを描いたラスコー洞窟壁画からは、絵画は、
当時の生活において大切だったものを描いていたことが
想像できる。
　このように、美術表現は人間の生活とは切り離せない
存在であり、時代とともに表現の対象や方法も変化し
た。美術表現の歴史を知ることで、人間の思想や技術な
どの変遷について理解を深めることができる。

メソポタミア、エジプト、エーゲの美術 3～8

　農耕が普及し土器の製造が盛んになると、顔料で文様
が描かれた土器が世界各地でつくられた。西アジアから
は､ 麦や家畜が描かれた彩文土器が出土している。早く
から文明が開けていたメソポタミアでは､ 紀元前3000

年頃にシュメール人によって都市国家が形成され、その
後は多様な民族の攻防により、複数の王国が順次に興

おこ

っ
た。この頃、グデア像のような肖像彫刻、装飾品、建築
などの美術品が多くつくられた。
　エジプトの地はナイル川から自然の恵みを受け、作物が
豊富で早くから人々が集まり、紀元前3000年頃には高度
な文明の王国が成立した。王の巨大な墳墓であるピラミッ
ド、ツタンカーメン王のミイラにかぶされていたマスクな
ど、富や権力に結び付いた美術品がつくられている。人体
の彫刻は書記座像のように正面向きで、どっしりとした量
感や写実性はあるが動勢が少ない。絵画に描かれた人物
は、沼地での狩猟のように顔や足は横向きで､ 肩や目は正
面を向くように描かれていることが特徴的である。
　エーゲ海の島々やその周辺には、海洋文明のクレタ文
明（ミノア文明）、城塞の獅

し

子
し

門など軍事力に関連する造
形が多く残るミケーネ文明など、メソポタミアとは異な
る文明が栄えた。

西 洋
の
美 術  

1 ヴィレンドルフのヴィーナス
［石灰石／高さ11cm］旧石器時代
ウィーン自然史博物館蔵［オーストリア］ 

6 書記座像
［石灰岩／高さ53cm］ 紀元前25世紀頃
ルーヴル美術館蔵

2 ラスコー洞窟壁画
（世界遺産）
旧石器時代［フランス］ 

7 沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
［83×98cm］ 紀元前15世紀 
大英博物館蔵［イギリス］

8 獅
し

子
し

門（世界遺産）
［礫

れき

岩
がん

・硬質石灰岩／開口部の高さ310cm］
紀元前14世紀頃［ギリシャ］

: パルテノン神殿（世界遺産）
［大理石／床面30.88×69.5m］ 紀元前447～前438
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表現と考えるなら、ネアンデルタール人の頃から行われ
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産を願う祈りや儀式のためにつくられたと考えられる。
また、洞窟の壁面に赤土などの顔料を用いて牛馬や狩猟
の様子などを描いたラスコー洞窟壁画からは、絵画は、
当時の生活において大切だったものを描いていたことが
想像できる。
　このように、美術表現は人間の生活とは切り離せない
存在であり、時代とともに表現の対象や方法も変化し
た。美術表現の歴史を知ることで、人間の思想や技術な
どの変遷について理解を深めることができる。

メソポタミア、エジプト、エーゲの美術 3～8

　農耕が普及し土器の製造が盛んになると、顔料で文様
が描かれた土器が世界各地でつくられた。西アジアから
は､ 麦や家畜が描かれた彩文土器が出土している。早く
から文明が開けていたメソポタミアでは､ 紀元前3000
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た。この頃、グデア像のような肖像彫刻、装飾品、建築
などの美術品が多くつくられた。
　エジプトの地はナイル川から自然の恵みを受け、作物が
豊富で早くから人々が集まり、紀元前3000年頃には高度
な文明の王国が成立した。王の巨大な墳墓であるピラミッ
ド、ツタンカーメン王のミイラにかぶされていたマスクな
ど、富や権力に結び付いた美術品がつくられている。人体
の彫刻は書記座像のように正面向きで、どっしりとした量
感や写実性はあるが動勢が少ない。絵画に描かれた人物
は、沼地での狩猟のように顔や足は横向きで､ 肩や目は正
面を向くように描かれていることが特徴的である。
　エーゲ海の島々やその周辺には、海洋文明のクレタ文
明（ミノア文明）、城塞の獅

し

子
し

門など軍事力に関連する造
形が多く残るミケーネ文明など、メソポタミアとは異な
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た。この頃、グデア像のような肖像彫刻、装飾品、建築
などの美術品が多くつくられた。
　エジプトの地はナイル川から自然の恵みを受け、作物が
豊富で早くから人々が集まり、紀元前3000年頃には高度
な文明の王国が成立した。王の巨大な墳墓であるピラミッ
ド、ツタンカーメン王のミイラにかぶされていたマスクな
ど、富や権力に結び付いた美術品がつくられている。人体
の彫刻は書記座像のように正面向きで、どっしりとした量
感や写実性はあるが動勢が少ない。絵画に描かれた人物
は、沼地での狩猟のように顔や足は横向きで､ 肩や目は正
面を向くように描かれていることが特徴的である。
　エーゲ海の島々やその周辺には、海洋文明のクレタ文
明（ミノア文明）、城塞の獅

し

子
し

門など軍事力に関連する造
形が多く残るミケーネ文明など、メソポタミアとは異な
る文明が栄えた。

西 洋
の
美 術  

1 ヴィレンドルフのヴィーナス
［石灰石／高さ11cm］旧石器時代
ウィーン自然史博物館蔵［オーストリア］ 

6 書記座像
［石灰岩／高さ53cm］ 紀元前25世紀頃
ルーヴル美術館蔵

2 ラスコー洞窟壁画
（世界遺産）
旧石器時代［フランス］ 

7 沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
［83×98cm］ 紀元前15世紀 
大英博物館蔵［イギリス］

8 獅
し

子
し

門（世界遺産）
［礫

れき

岩
がん

・硬質石灰岩／開口部の高さ310cm］
紀元前14世紀頃［ギリシャ］

: パルテノン神殿（世界遺産）
［大理石／床面30.88×69.5m］ 紀元前447～前438
［ギリシャ］

3 彩文土器深鉢
［土／高さ28.9cm］
紀元前4000頃
ルーヴル美術館蔵
［フランス］

4 グデア像
［閃

せん

緑
りょく

岩
がん

／高さ62cm］
紀元前2144～前42頃
ルーヴル美術館蔵

9 アクロポリスの少女
［彩色・大理石／高さ115cm］
紀元前520頃
アクロポリス博物館蔵
［ギリシャ］

A ミロのヴィーナス
［大理石／高さ202cm］
紀元前130頃 ルーヴル美術館蔵

5 ツタンカーメン王のマスク
［金・貴石／高さ54cm］
紀元前14世紀
大エジプト博物館蔵［エジプト］
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105ページ
下段左

美術史年表と
美術史本文の
表記統一のた
め

105ページ
下段中央

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一す
るため

105ページ
中央

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一す
るため

106ページ
下段中央

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一す
るため

106 ページ
下段右

弊社発行の高
校美術教科書
間で記述およ
び画像を統一
するため

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

二
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〇
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〇
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〇
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〇
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〇
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〇
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九
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六
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五
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六
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九
六
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六
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六
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一
九
五
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一
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五
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五
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五
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三
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三
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五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
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三

一
九
二
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一
九
二
〇
│
三
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年
代
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二
〇
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九
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七

一
九
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六

一
九
一四

一
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一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
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│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八（
五
五
二
）頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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六
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三
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三
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四
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五
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一
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頃
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八
七
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六
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四
四

一六
四
二
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三
二
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一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
     3000          2000          1000          500          0          100          200          300          400          500          600          700          800          900           1000          1100          1200          1300          1400          1500                     1600                     1700                     1800                         1850                         1860                         1870                         1880                         1890                         1900                         1910                         1920                         1930                         1940                         1950                         1960                         1970                         1980                         2000                         2020

菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
│
三
〇
年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一四

一
九
一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八（
五
五
二
）頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

女官たち 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／カフェ・チェア 1859
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成

二
〇
二
七

二
〇
二
六

二
〇
二
五

二
〇
二
四

二
〇
二一

二
〇
一四

二
〇
一二

二
〇
一一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
〇
七

二
〇
〇
二

二
〇
〇
一

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
〇
頃

一
九
九
八

一
九
九
七

一
九
九
五

一
九
九
三

一
九
九
一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
六

一
九
八
四

一
九
八一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
│
三
〇
年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一四

一
九
一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一
六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八（
五
五
二
）頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

先史
ロマネスク美術 ゴシック美術

バロック ロココ 新古典主義

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

ラス・メニーナス（女官たち） 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／コンシューマー・チェア 
1855～59頃
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

v

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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四
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〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 
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一
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三
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一
五
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五
二
二
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七

一四
九
五
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三
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一三
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二
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八
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三
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三
八
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二一
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九
九
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五
〇
頃
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六
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〇
九

一二
〇
六
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〇
三
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九
二

一一八
〇

一二
世
紀
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六
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〇
頃

一
〇
九
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一
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一
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五
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世
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前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
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四
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七
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〇
三
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〇

一
五
九
〇

一
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七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

先史
ロマネスク美術 ゴシック美術

バロック ロココ 新古典主義

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

女官たち 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／カフェ・チェア 1859
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

v

●
印
、
赤
字
は
日
本
や
、
日
本
人
に
関
連
す
る
事
項

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成

二
〇
二
七

二
〇
二
六

二
〇
二
五

二
〇
二
四

二
〇
二一

二
〇
一四

二
〇
一二

二
〇
一一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
〇
七

二
〇
〇
二

二
〇
〇
一

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
〇
頃

一
九
九
八

一
九
九
七

一
九
九
五

一
九
九
三

一
九
九
一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
六

一
九
八
四

一
九
八一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
│
三
〇
年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一四

一
九
一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八（
五
五
二
）頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

日
本（
東
洋
）

様
式
と
時
代

西
洋

美
術
・
一
般
史

先史
初期中世美術

メソポタミア文明

エーゲ海文明

エジプト文明

ギリシャ文明 ローマ美術

初期キリスト教美術

ビザンチン

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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菩薩立像 2～3世紀頃
（パキスタン）

ヴィレンドルフの
ヴィーナス
旧石器時代

ラスコー洞窟壁画 旧石器時代 パルテノン神殿 紀元前447～前438

獅子門 紀元前14世紀頃

アヤ・ソフィア
再建532～修復563

ピサ大聖堂 
1063起工

アミアン大聖堂 1288

沼地での狩猟（墓室壁画の部分）
紀元前15世紀

サント＝マドレーヌ大聖堂
壁面の彫刻 
9世紀

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

土偶
前3000～前2000

火焔土器
縄文時代中期

アッカド王
前24～前23世紀
（イラク）

青銅器
前18～前11世紀（殷）

埴輪 踊る人々
6世紀

ミロのヴィーナス
紀元前130頃

プリマ・ポルタの
アウグストゥス像
14～29頃

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30

カタコンベ壁画 3世紀後半

彩文土器深鉢
紀元前4000頃

壺形土器
弥生時代後期

釈迦三尊像
623
鞍作止利

阿修羅像
734

玉虫厨子
須弥座絵
捨身飼虎図
7世紀中頃

如意輪観音菩薩像
840～850頃

胎蔵界
曼荼羅図
900頃

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

弥勒菩薩
半跏思惟像
7世紀前半

ケルズの書
800頃

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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六
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頃
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〇
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世
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六
世
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五
三
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五
五
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）頃

五
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四
七
六

四
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〇
頃

三
九
五
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九
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三
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四

三
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〇
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〇
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世
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先史
ロマネスク美術 ゴシック美術

バロック ロココ 新古典主義

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

ラス・メニーナス（女官たち） 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／コンシューマー・チェア 
1855～59頃
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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先史
ロマネスク美術 ゴシック美術

バロック ロココ 新古典主義

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

女官たち 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／カフェ・チェア 1859
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成

二
〇
二
七

二
〇
二
六

二
〇
二
五

二
〇
二
四

二
〇
二一

二
〇
一四

二
〇
一二

二
〇
一一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
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七

二
〇
〇
二
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〇
〇
一

二
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二
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〇
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九
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五
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四
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〇
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九
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〇
年
代

一
九
七
九

一
九
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八

一
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七
七

一
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六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
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五
九

一
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五
八
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五
七
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五
六
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五
五
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五
三
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五
三
頃
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五
一
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五
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四
九
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八
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九
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一
九
四
五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二
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九
二
〇
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三
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年
代

一
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二
〇
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九
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九
一
七

一
九
一
六
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九
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一
九
一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八（
五
五
二
）頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃
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ロマネスク美術 ゴシック美術

バロック ロココ 新古典主義

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

ラス・メニーナス（女官たち） 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／コンシューマー・チェア 
1855～59頃
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能
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123ページ
上段中央

弊社発行の高
校美術教科書
間で記述およ
び画像を統一
するため

106ページ
下段左

より正確な
表記にする
ため

107ページ
下段中央

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一す
るため

108ページ
中央

弊社発行の高
校美術教科書
間で記述を統
一するため

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を
想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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ランド・アート メディア・アート

ポリティカル・
アート

新表現主義

多文化的傾向

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート
コンセプチュアル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を
想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

産業革命と大量生産  1

　1760～1830年代のイギリスに始まったいわゆる産業
革命は、手工業を機械工業へと変換させた。初期の機
械生産による製品の品質は粗末であったが、もの、生
活、生産、経済、社会体制など人間を取り巻く生活環境
を大きく変革した。
　1830年代後半、ミヒャエル・トーネットは蒸気を利用
して木材を曲げる技術を用いて椅子をデザインした。安
価で使いやすく部品を組み立ててつくる椅子は流通に向
き、大量生産された。近代の工業デザインに大きな影響
を与え、現在も製造が続いている。

アーツ・アンド・クラフツ運動 2

　産業革命は自然破壊、粗悪品の氾
はん

濫
らん

、資本家への利潤
の偏りなど社会のゆがみを発生させた。イギリスの思想
家ジョン・ラスキンはこれらを是正し、豊かで正しい社
会にするため、中世のクラフツマンシップの復興によ
る健全な社会と工芸の在り方を提案した。その思想に共
感し自ら実践に乗り出したのがウィリアム・モリスであ
る。1861年、モリス・マーシャル・フォークナー商会の設
立に始まるアーツ・アンド・クラフツ運動は、ステンドグ
ラス、金工、壁紙、家具、調度などに、美術と工芸の融
合を目指すものであった。また、この運動は、芸術の民
衆化と、それに伴う大衆の生活向上を考えての社会運動
という側面をもっていた。 

アール・ヌーヴォーとドイツ工作連盟 3～8

　アール・ヌーヴォーは19世紀末から20世紀初頭にかけ
てヨーロッパを中心に起こった国際的な芸術運動で、
「新しい芸術」という意味である。植物や動物をモチーフ
にした有機的な曲線を用い、ポスター、建築、工芸、家
具、装身具などがつくられた。アルフォンス・ミュシャ
は、アール・ヌーヴォーに特有の装飾的なポスターで
人気を博した。建築ではフランスのエクトール・ギマー
ル、工芸ではエミール・ガレなどが活躍した。この運動
は実態や機能から離れた装飾に向かったため、世紀末の
退廃的なデザインと位置付けられ、合理性を追求するモ
ダニズムの運動の中で衰退していった。
　一方、1907年に建築家のヘルマン・ムテジウスを中心
にドイツ工作連盟（D.W.B）が結成され、芸術家と企業家
の協力により良品質な工業製品の生産が推進された。し
かし、個性（芸術）と典型（規格）との間で様々な論争が起
こるなど、デザインの方向性が揺れ動いた。

近代
デザイン史

7 ドイツ工作連盟
ケルン展のポスター
［カラーリトグラフ・紙／
89.8×63.5cm］ 1914

フリッツ・ヘルムート・エームケ
［ドイツ・1878～1965］

3 「ジスモンダ」のポスター
［カラーリトグラフ・紙／216×74.2cm］
1894 パリ装飾美術館蔵［フランス］
アルフォンス・ミュシャ［チェコ・1860～1939］

P68・75    ミュシャ

4 地下鉄の入り口 1900頃［フランス］
エクトール・ギマール
［フランス・1867～1942］

5 左：サクラランプ　右：キクランプ
［ガラス／高さ 左：43cm 右：31cm］ 1900頃
エミール・ガレ
［フランス・1846～1904］

9 Ｔ型フォード
1908

2 いちご泥棒 1883
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館蔵［イギリス］
ウィリアム・モリス［イギリス・1834～96］

P82    モリス

8 電気ケトル［真
しん

鍮
ちゅう

・籐／
22.9×22.2×15.9cm］ 
1908頃
ペーター・ベーレンス
［ドイツ・1868～1940］

1 No.14／コンシューマー・チェア
［木材・籐

とう

／92.6×42×47cm］ 
1855～59頃
ヴィトラ・デザイン・
ミュージアム蔵［ドイツ］
ミヒャエル・トーネット
［オーストリア・1796～1871］

6 サイドチェア
［木材・革／高さ141cm］ 1900

ウジェーヌ・ガイヤール
［フランス・1862～1933］
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産業革命と大量生産  1

　1760～1830年代のイギリスに始まったいわゆる産業
革命は、手工業を機械工業へと変換させた。初期の機
械生産による製品の品質は粗末であったが、もの、生
活、生産、経済、社会体制など人間を取り巻く生活環境
を大きく変革した。
　1830年代後半、ミヒャエル・トーネットは蒸気を利用
して木材を曲げる技術を用いて椅子をデザインした。安
価で使いやすく部品を組み立ててつくる椅子は流通に向
き、大量生産された。近代の工業デザインに大きな影響
を与え、現在も製造が続いている。

アーツ・アンド・クラフツ運動 2

　産業革命は自然破壊、粗悪品の氾
はん

濫
らん

、資本家への利潤
の偏りなど社会のゆがみを発生させた。イギリスの思想
家ジョン・ラスキンはこれらを是正し、豊かで正しい社
会にするため、中世のクラフツマンシップの復興によ
る健全な社会と工芸の在り方を提案した。その思想に共
感し自ら実践に乗り出したのがウィリアム・モリスであ
る。1861年、モリス・マーシャル・フォークナー商会の設
立に始まるアーツ・アンド・クラフツ運動は、ステンドグ
ラス、金工、壁紙、家具、調度などに、美術と工芸の融
合を目指すものであった。また、この運動は、芸術の民
衆化と、それに伴う大衆の生活向上を考えての社会運動
という側面をもっていた。 

アール・ヌーヴォーとドイツ工作連盟 3～8

　アール・ヌーヴォーは19世紀末から20世紀初頭にかけ
てヨーロッパを中心に起こった国際的な芸術運動で、
「新しい芸術」という意味である。植物や動物をモチーフ
にした有機的な曲線を用い、ポスター、建築、工芸、家
具、装身具などがつくられた。アルフォンス・ミュシャ
は、アール・ヌーヴォーに特有の装飾的なポスターで
人気を博した。建築ではフランスのエクトール・ギマー
ル、工芸ではエミール・ガレなどが活躍した。この運動
は実態や機能から離れた装飾に向かったため、世紀末の
退廃的なデザインと位置付けられ、合理性を追求するモ
ダニズムの運動の中で衰退していった。
　一方、1907年に建築家のヘルマン・ムテジウスを中心
にドイツ工作連盟（D.W.B）が結成され、芸術家と企業家
の協力により良品質な工業製品の生産が推進された。し
かし、個性（芸術）と典型（規格）との間で様々な論争が起
こるなど、デザインの方向性が揺れ動いた。

近代
デザイン史

7 ドイツ工作連盟
ケルン展のポスター
［カラーリトグラフ・紙／
89.8×63.5cm］ 1914

フリッツ・ヘルムート・エームケ
［ドイツ・1878～1965］

3 「ジスモンダ」のポスター
［カラーリトグラフ・紙／216×74.2cm］
1894 パリ装飾美術館蔵［フランス］
アルフォンス・ミュシャ［チェコ・1860～1939］

P68・75    ミュシャ

4 地下鉄の入り口 1900頃［フランス］
エクトール・ギマール
［フランス・1867～1942］

5 左：サクラランプ　右：キクランプ
［ガラス／高さ 左：43cm 右：31cm］ 1900頃
エミール・ガレ
［フランス・1846～1904］

9 Ｔ型フォード
1908

2 いちご泥棒 1883
ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館蔵［イギリス］
ウィリアム・モリス［イギリス・1834～96］

P82    モリス

8 電気ケトル［真
しん

鍮
ちゅう

・籐／
22.9×22.2×15.9cm］ 
1908頃
ペーター・ベーレンス
［ドイツ・1868～1940］

1 No.14／カフェ・チェア
［木材・籐

とう

／86×41×52cm］ 1859

ミヒャエル・トーネット
［オーストリア・1796～1871］

6 サイドチェア
［木材・革／高さ141cm］ 1900

ウジェーヌ・ガイヤール
［フランス・1862～1933］
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

女官たち 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／カフェ・チェア 1859
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・
関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八（
五
五
二
）頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

先史
ロマネスク美術 ゴシック美術

バロック ロココ 新古典主義

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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ルネサンス マニエリスム

写実主義

ロマン主義

ヨアキムと羊飼いたち 1304～06頃
ジョット・ディ・ボンドーネ

ヴィーナスの誕生 1485頃
サンドロ・ボッティチェリ

ラス・メニーナス（女官たち） 1656 
ディエゴ・ベラスケス

民衆を率いる自由の女神 1830
ウジェーヌ・ドラクロワ

草上の昼食 1862～63
エドゥアール・マネ

No.14／コンシューマー・チェア 
1855～59頃
ミヒャエル・トーネット

青銅時代 
1876
オーギュスト・
ロダン

サンタ・マリア・デル・フィオーレ
大聖堂のドーム部分 1420～34
フィリッポ・ブルネレスキ

南バラ窓と五つのランセット窓
1221～30 モナ・リザ 1503～06

レオナルド・ダ・ヴィンチ

牛乳を注ぐ女 1658～59頃
ヨハネス・フェルメール

ヨハネの幻視 
1609～14
エル・グレコ

ダヴィデ 1501～04
ミケランジェロ・
ブオナローティ

アンコール・ワット12世紀
（カンボジア）

風神雷神図屏風 17世紀
俵屋宗達

松林図屏風（右隻） 16世紀 長谷川等伯

紫陽花双鶏図 
18世紀 伊藤若冲

無著立像 1208
運慶

青磁鳳凰 耳花生「万声」
12～13世紀（南宋）

青花枇杷鳥文稜花盤
15世紀（明）

平治物語絵巻
三条殿夜討巻
13世紀後半

片輪車蒔絵螺鈿手箱
12世紀前半

姫路城天守閣 1609頃 タージ・マハル 1632～53（インド）

檜図屏風
1590 狩野永徳

源氏物語絵巻 宿木三（部分）
12世紀前半 伝藤原隆能

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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〇
四
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六
世
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五
三
八
頃（
五
五
二
）

五
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四
七
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〇
頃

三
九
五
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九
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四
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〇

三
六
六

三
三
〇
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〇
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頃
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一
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二
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三
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頃

前
三
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頃

先史

新印象主義・ポスト印象派 キュビスム
ダダイスム

バウハウス

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム

アンフォルメル
抽象表現主義

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

鮭 1877頃
高橋由一

鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1872
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907
パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

序の舞 1936
上村松園

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

神奈川沖浪裏
1830～32頃
（「冨嶽三十六景」
のうち）
葛飾北斎

湖畔 1897 黒田清輝

老猿 1893
高村光雲

女 1910
荻原守衛

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

二
〇
二
七

二
〇
二
六

二
〇
二
五

二
〇
二
四

二
〇
二一

二
〇
一四

二
〇
一二

二
〇
一一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
〇
七

二
〇
〇
二

二
〇
〇
一

二
〇
〇
〇

二
〇
〇
〇
頃

一
九
九
八

一
九
九
七

一
九
九
五

一
九
九
三

一
九
九
一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
六

一
九
八
四

一
九
八一

一
九
八
〇

一
九
八
〇
年
代

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
七

一
九
五
六

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
三
頃

一
九
五
一

一
九
五
〇 

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
六

一
九
四
六
頃

 

一
九
四
五

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
六

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三一

一
九
二
九

一
九
二
七

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九
二
三

一
九
二
二

一
九
二
〇
│
三
〇
年
代

一
九
二
〇

一
九
一
九

一
九
一
七

一
九
一
六

一
九
一四

一
九
一二

一
九
一一

一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

先史

新印象主義・ポスト印象派 キュビスム
ダダイスム

バウハウス

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
     3000          2000          1000          500          0          100          200          300          400          500          600          700          800          900           1000          1100          1200          1300          1400          1500                     1600                     1700                     1800                         1850                         1860                         1870                         1880                         1890                         1900                         1910                         1920                         1930                         1940                         1950                         1960                         1970                         1980                         2000                         2020

アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム

アンフォルメル
抽象表現主義

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

鮭 1877頃
高橋由一

鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1873頃
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907
パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

序の舞 1936
上村松園

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

神奈川沖浪裏
1830～32頃
（「冨嶽三十六景」
のうち）
葛飾北斎

湖畔 1897 黒田清輝

老猿 1893
高村光雲

女 1910
荻原守衛

v
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107ページ
中段左

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一す
るため

111ページ
下段中央

107ページ
下段中央

トリミングが
されていたた
め、トリミン
グなしの画像
に差し替える
ため112ページ

下段中央

108ページ
下段右

正式名称に
変更するた
め

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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新印象主義・ポスト印象派 キュビスム
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アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム

アンフォルメル
抽象表現主義

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

鮭 1877頃
高橋由一

鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1873頃
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907
パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

序の舞 1936
上村松園

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

神奈川沖浪裏
1830～32頃
（「冨嶽三十六景」
のうち）
葛飾北斎

湖畔 1897 黒田清輝

老猿 1893
高村光雲

女 1910
荻原守衛

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明
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新古典主義の美術 k

　18世紀後半から19世紀前半、ポンペイ遺跡などの発見
やロココの装飾的な貴族趣味美術の反動から、古代ギリ
シャやローマの古典的美術を範とする安定した構図、端
正な形を理想とした様式が好まれ、ヨーロッパ全土に展
開した。代表的な画家として、フランスのジャック＝ルイ・
ダヴィッドやドミニク・アングルなどが挙げられる。

ロマン主義の美術 l～m

　新古典主義の美術に対し、人間の個性や感情の表出
を、強い色彩や激しい動勢で表現したのがロマン主義で
ある。イギリスの画家ジョン・コンスタブルの外光描写
や、光を色彩で表現しようと試みたウィリアム・ターナー
の表現方法が、フランスのロマン主義の画家たちに影響
を与えた。フランスではテオドール・ジェリコーがロマン
主義の端

たん

緒
しょ

を開き、ウジェーヌ・ドラクロワが劇的なテー
マを豊かな色彩で感情たくましく表した。

バルビゾン派と写実主義 n～o

　19世紀の中頃、パリ郊外の農村バルビゾンに滞在し、
身近な自然や農民を描く画家たちによって、風景画の新
しい動きが展開された。野外の外光で制作したバルビゾ
ン派には、テオドール・ルソーやカミーユ・コロー、ジャ
ン＝フランソワ・ミレーなどがいる。
　新古典主義やロマン主義で取り上げられる想像的な主
題に対して、目に見えるものをありのままに描こうとす
る写実主義の考え方は、バルビゾン派の画家と交流が
あったギュスターヴ・クールベによって明確に打ち出され
た。写実主義の考え方は後の印象主義に続いていく。

印象主義 p～t

　19世紀のフランスでは、若手画家が認められるために
はサロン（官展）への出展が必要であったが、サロンでは
新古典主義の美意識が強く新しい傾向の作品が認められ
にくかったため、落選した若手作家などの不満が高まっ
ていた。1863年、官展の審査に不満を抱いた作家たちの
声により、落選した作品を集めた展覧会がナポレオン3

世によって企画され、エドゥアール・マネ、クロード・モ
ネ、カミーユ・ピサロらの作品が出品された。
　マネは古典を学びながらも写実主義の考え方を取り入
れ、明快な色彩と的確な筆さばきでパリの風俗を描き、
若い画家たちから支持を受けていた。マネを支持する画
家たちは、自分の目で見たままを描くという立場から、
屋外での制作を試みた。彼らは自然の色は光の状態で
刻々と変化することに気付き、自然の明るさを表すため
に純粋な色を使い、パレットでの混色を避け、素早い筆
触による描法を試みた。これら色彩の視覚的効果を表現
しようとした画家たちの作風を印象主義と呼ぶ。印象主
義の名称は、1874年にモネ、ピサロ、アルフレッド・シ
スレー、オーギュスト・ルノワール、エドガー・ドガなど
が、官展に対抗して開いた独自の展覧会に出品された、
モネの印象－日の出に由来している。

k 皇帝ナポレオン一世と
皇后ジョゼフィーヌの戴冠式（部分）
［油彩・キャンヴァス／621×979cm］
1805～07 ルーヴル美術館蔵
ジャック＝ルイ・ダヴィッド［フランス・1748～1825］

r モネ夫人と息子
［油彩・キャンヴァス／50.4×68cm］ 1874
ワシントン・ナショナル・ギャラリー蔵［アメリカ］
オーギュスト・ルノワール［フランス・1841～1919］

P48    ルノワール

t 印象―日の出［油彩・キャンヴァス／48×63cm］
1873頃 マルモッタン美術館蔵［フランス］
クロード・モネ［フランス・1840～1926］
P22・23    モネ

m 民衆を率いる自由の女神
［油彩・キャンヴァス／259×325cm］
1830 ルーヴル美術館蔵
ウジェーヌ・ドラクロワ
［フランス・1798～1863］

q 赤い屋根、冬の効果
［油彩・キャンヴァス／
54.5×65.5cm］
1877 オルセー美術館蔵
カミーユ・ピサロ
［フランス・1830～1903］

l 戦艦テメレール
［油彩・キャンヴァス／91×122cm］ 1839
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵［イギリス］
ウィリアム・ターナー［イギリス・1775～1851］

n 晩鐘
［油彩・キャンヴァス／55.5×66cm］
1857～59 オルセー美術館蔵［フランス］
ジャン＝フランソワ・ミレー［フランス・1814～75］

p 草上の昼食［油彩・キャンヴァス／208×265.5cm］
1862～63 オルセー美術館蔵
エドゥアール・マネ［フランス・1832～83］

P131    マネ

o オルナンの埋葬
［油彩・キャンヴァス／
315×668cm］ 1849～50 
オルセー美術館蔵
ギュスターヴ・クールベ
［フランス・1819～77］

s エトワール
［パステル・モノタイプ／
58.4×42cm］ 1876 
オルセー美術館蔵
エドガー・ドガ
［フランス・1834～1917］

P157     これからの私と美術 
中野京子インタビュー
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［油彩・キャンヴァス／50.4×68cm］ 1874
ワシントン・ナショナル・ギャラリー蔵［アメリカ］
オーギュスト・ルノワール［フランス・1841～1919］

P48    ルノワール

t 印象―日の出［油彩・キャンヴァス／48×63cm］
1872 マルモッタン・モネ美術館蔵［フランス］
クロード・モネ［フランス・1840～1926］
P22・23    モネ

m 民衆を率いる自由の女神
［油彩・キャンヴァス／259×325cm］
1830 ルーヴル美術館蔵
ウジェーヌ・ドラクロワ
［フランス・1798～1863］

q 赤い屋根、冬の効果
［油彩・キャンヴァス／
54.5×65.5cm］
1877 オルセー美術館蔵
カミーユ・ピサロ
［フランス・1830～1903］

l 戦艦テメレール
［油彩・キャンヴァス／91×122cm］ 1839
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵［イギリス］
ウィリアム・ターナー［イギリス・1775～1851］

n 晩鐘
［油彩・キャンヴァス／55.5×66cm］
1857～59 オルセー美術館蔵［フランス］
ジャン＝フランソワ・ミレー［フランス・1814～75］

p 草上の昼食［油彩・キャンヴァス／208×265.5cm］
1862～63 オルセー美術館蔵
エドゥアール・マネ［フランス・1832～83］

P131    マネ

o オルナンの埋葬
［油彩・キャンヴァス／
315×668cm］ 1849～50 
オルセー美術館蔵
ギュスターヴ・クールベ
［フランス・1819～77］

s エトワール
［パステル・モノタイプ／
58.4×42cm］ 1876 
オルセー美術館蔵
エドガー・ドガ
［フランス・1834～1917］

P157     これからの私と美術 
中野京子インタビュー
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●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
）開
催
予
定

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住

二
〇
二
七

二
〇
二
六

二
〇
二
五

二
〇
二
四

二
〇
二一

二
〇
一四

二
〇
一二

二
〇
一一

二
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一
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〇
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年
代
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九

一
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八
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七
七

一
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六

一
九
七
五

一
九
七
二

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三
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九
六
二
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九
六
一
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九
六
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九
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五
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三
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五
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年
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一
九
一二

一
九
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一
九
〇
九

一
九
〇
七
│
〇
八

一
九
〇
七

一
九
〇
五

一
九
〇
四

一
九
〇
三

一
九
〇
二

一八
九
六

一八
九
五

一八
九
四

一八
九
一

一八
八
九

一八
八
七

一八
八
三

一八
八
二

一八
八
〇

一八
七
六

一八
七
四

一八
七
〇

一八
六
八

一八
六
七

一八
六
三

一八
六
一

一八
五
九

一八
五
五

一八
五
一

一八
四
〇

一八
三
九

一八
三
八

一八
三一
頃 

一八
二
六
│
二
七
頃

一八一
九

一八
〇
六

一八
〇
四

一八
〇
四
頃 

一八
〇
一

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
七
五

一
七
七
四

一
七
六
五

一
七
六
二

一
七
五
三

一六
九
〇
頃

一六
八
八
頃 

一六
八
七

一六
六
一

一六
四
四

一六
四
二

一六
三
二

一六
一
七

一
六
〇
三

一
六
〇
〇

一
五
九
〇

一
五
七
六

一
五
六
九
頃

一
五
六
〇 

一
五
四
九

一
五
四
三

一
五
四一

一
五
三
四

一
五
二
二

一
五
一
七

一四
九
五

一四
九
二

一四
八
九

一四
七
九

一四
六
七

一四
五
三

一四
五
〇
頃 

一四
三
八

一四
三
四

一四
三
二

一四一
〇
頃

一三
九
七

一三
九
二

一三
七
八

一三
六
八

一三
三
九

一三
三
八

一三
二一

一二
九
九

一二
五
〇
頃

一二一
六

一二
〇
九

一二
〇
六

一二
〇
三

一一
九
二

一一八
〇

一二
世
紀

一一
六
三

一一
五
〇
頃

一
〇
九
六

一
〇
九
四

一
〇
五
三

一一
世
紀
前
半 

一
〇
一二
頃

九
六
二

九
六
〇

八
九
四

八
〇
〇

七
九
四

七
五
六
頃

七
五
二

七
一
〇

六
四
五

六
三
〇

六
二
三

六一八
六
一
〇
頃

六
〇
四

七
世
紀

六
世
紀

五
三
八
頃

五
二
七

四
七
六

四
六
〇
頃

三
九
五

三
九
二

三
八
四

三
八
〇

三
六
六

三
三
〇

三一三
二
世
紀

一二
五
頃

一
〇
五
頃

五
七

前
四
頃

前
二
七

前
二
二一

前
三
三
四

前
四
三
八

前
五
〇
〇

前
五
五
一
頃

前
五
六
六
頃

前
八
〇
〇

前
一
五
〇
〇
頃

前
一
七
二
八
頃

前
二
六
〇
〇
頃

前
三
〇
〇
〇
頃

前
三一
〇
〇
頃

先史

新印象主義・ポスト印象派 キュビスム
ダダイスム

バウハウス

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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アーツ・アンド・クラフツ アール・ヌーヴォー ドイツ表現主義

印象主義 象徴主義・ナビ派 フォーヴィスム 抽象芸術 デ・ステイル
シュルレアリスム

アンフォルメル
抽象表現主義

鷹見泉石像 1837 渡辺崋山

鮭 1877頃
高橋由一

鳶鴉図 1778～83頃 与謝蕪村

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

泉 1917 
マルセル・
デュシャン

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

バウハウス校舎
1925
ヴァルター・
グロピウス

印象一日の出 1873頃
クロード・モネ

女性大水浴図
1900～06
ポール・セザンヌ

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

サクラランプ
キクランプ
1900頃
エミール・ガレ

アデーレ・ブロッホ・
バウアーの肖像 1907
グスタフ・クリムト

自画像
1907
パブロ・
ピカソ

Ｔ型フォード
1908

グランド・ジャット島の
日曜日の午後
1884～86
ジョルジュ・スーラ

赤の食卓（赤のハーモニー）1908
アンリ・マティス

レッド・アンド・ブルー
1918～23
ヘリト・トーマス・
リートフェルト

即興7 1910
ヴァシリー・
カンディンスキー

麗子 1921
岸田劉生

金蓉 1934
安井曾太郎裸体美人 1912 萬 鐵五郎

序の舞 1936
上村松園

炎舞 1925
速水御舟屈原 1898 横山大観

神奈川沖浪裏
1830～32頃
（「冨嶽三十六景」
のうち）
葛飾北斎

湖畔 1897 黒田清輝

老猿 1893
高村光雲

女 1910
荻原守衛

v

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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v

新印象主義・ポスト印象主義 u～y

　印象主義の、事物の形を光と空気の中に溶け込ませる
感覚的な捉え方に対し、色彩理論を科学的、理論的に追
究し、点描法により光を捉えようとする運動が起こり、
新印象主義と呼ばれた。ジョルジュ・スーラやポール・シ
ニャックらに代表される。
　また、印象主義や新印象主義の外光描写の影響を受け
ながらも、独自の表現を目指す画家たちもいた。ポール・
セザンヌは、静物画、人物画、風景画に独自の様式を工
夫して絵画の新しい秩序と調和のある世界を創造し、後
のキュビスムの先駆的な役割を果たした。フィンセント・
ファン・ゴッホは、自己の内面を反映させたかのような明
快な色調と大胆な筆触で表現した。形を単純化し鮮やか
な色を平塗りして対象を構成する表現を打ち立てたポー
ル・ゴーギャンは、1891年にタヒチ島に渡り、島の原始的
な生活を題材に数多くの傑作を残した。また、アンリ・
ド・トゥールーズ＝ロートレックのように、パリの歓楽街
に生きる人々を鋭い観察と巧みな筆遣いで表した画家も
いた。
　セザンヌ、ファン・ゴッホ、ゴーギャンたちをポスト印
象主義と呼ぶが、共通する技法や作風があるわけではな
く、展覧会を開いたグループでもない。

彫刻の展開1 z～|

　19世紀後半から20世紀前半にかけての彫刻は、多様に
展開された美術の運動に影響を受けながらも、絵画の様
式とは異なる新しい表現が展開した。
　オーギュスト・ロダンは理想化した表面的な美しさが求
められたサロンの彫刻に対し、彫刻家の制作の痕跡であ
る鑿

のみ

や指の跡を意図的に残した作品を制作した。ロダン
は、的確な描写力と動勢の感覚で、生命感や精神性を感
じさせる作品を制作し、近現代彫刻の礎

いしずえ

を築いた。ロダ
ンの助手をつとめていたアントワーヌ・ブールデルはやが
てロダンの影響を離れ、力強い構築性に富み、幾何学的
な規律をもった作品を制作した。アリスティド・マイヨー
ルは女性の身体を豊かな量感と静かな調和で表現した。

ジャポニスム　 }

　19世紀後半、浮世絵や屏
びょう

風
ぶ

、漆
うるし

製品など日本美術へ
の興味が高まった。身近な動植物の写実的な描写や、浮
世絵の平面的で単純化された明快な色面、大胆で奇抜な
画面構成などに感化され、作品の中に生かす表現が試み
られた。絵画ではファン・ゴッホやグスタフ・クリムト、
ジェームズ・マクニール・ホイッスラー、ドガら、工芸で
はルネ・ラリックやエミール・ガレらの作品に影響を見る
ことができる。

象徴主義 ~～Ä

　19世紀末から20世紀初頭にかけ、文学、音楽、美術
において自然主義やリアリズムに対し、内面的な観念を
暗示しようと展開された芸術運動である。美術ではゴー
ギャンを中心に集まったグループ（ポン＝タヴェン派）、
ゴーギャンに強い影響を受けた画家たちがパリで結成し

u グランド・ジャット島の
日曜日の午後
［油彩・キャンヴァス／
207.5×308.1cm］ 1884～86
シカゴ美術館蔵［アメリカ］
ジョルジュ・スーラ
［フランス・1859～91］

y ムーラン・ルージュにて
［油彩・キャンヴァス／123×140cm］
1892 シカゴ美術館蔵
アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
［フランス・1864～1901］

P75    ロートレック

z 青銅時代
［ブロンズ／
181×70×66cm］ 1876
国立西洋美術館蔵［東京都］
オーギュスト・ロダン
［フランス・1840～1917］

P59    ロダン

v 女性大水浴図
［油彩・キャンヴァス／210.5×250.8cm］ 1900～06
フィラデルフィア美術館蔵［アメリカ］
ポール・セザンヌ［フランス・1839～1906］

P12    セザンヌ

x タヒチの女たち
［油彩・キャンヴァス／69×91.5cm］
1891 オルセー美術館蔵
ポール・ゴーギャン［フランス・1848～1903］

w 夜のカフェテラス
［油彩・キャンヴァス／81×65.5cm］ 1888
クレラー・ミュラー美術館蔵［オランダ］
フィンセント・ファン・ゴッホ
［オランダ・1853～90］

P8・11・23・36    ファン・ゴッホ

} アデーレ・ブロッホ・バウアーの肖像
［油彩・銀箔・金箔・キャンヴァス／138×138cm］
1907 ノイエ・ガレリエ蔵［アメリカ］
グスタフ・クリムト［オーストリア・1862～1918］

| ヴィーナス
［ブロンズ／
174×55×40cm］ 1918～28 
ひろしま美術館蔵［広島県］
アリスティド・マイヨール
［フランス・1861～1944］

{ 弓をひくヘラクレス
［ブロンズ／250×240×90cm］ 1909
国立西洋美術館蔵
アントワーヌ・ブールデル
［フランス・1861～1929］

P36・75    ジャポニスム
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る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
第
一
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
開
発

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
定
住
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ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、
未来に残る美術を

想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬

●
品
川
駅
│
名
古
屋
駅
間
で
リ
ニ
ア
が
開
業
予
定

ス
ペ
イ
ン
の
サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
完
成
予
定

●
日
本
国
際
博
覧
会（
通
称
二
〇
二
五
年
大
阪・関
西
万
博
）開
催

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
建
築
家
坂 

茂
が
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞

●
宮
崎
駿
が
ア
カ
デ
ミ
ー
名
誉
賞
受
賞

●
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

●
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化

●
東
日
本
大
震
災

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
開
催

●
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
起
工（
│
一二
）

●
国
立
新
美
術
館
開
館

●
日
韓
で
サ
ッ
カ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
共
催

米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ

●
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
始
ま
る

旧
火
力
発
電
所
を
テ
ー
ト・モ
ダ
ン
美
術
館
に
改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ギ
リ
ス
、
中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
開
館

●
阪
神・
淡
路
大
震
災

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合（
E
U
）の
発
足

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体

湾
岸
戦
争

東
西
ド
イ
ツ
統
一
、
冷
戦
終
結

シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の
天
井
画
修
復
終
わ
る

天
安
門
事
件

オ
ル
セ
ー
美
術
館
開
館

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
原
発
事
故

米
国
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
売
さ
れ
る

ピ
カ
ソ
の「
ゲ
ル
ニ
カ
」、
ア
メ
リ
カ
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
返
還

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争（
│
八
八
）

「
新
表
現
主
義
」の
興
隆

ア
プ
ロ
プ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
流
用
）の
美
術
現
れ
る

ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

●
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館（
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー・セ
ン
タ
ー
）開
館

南
北
ベ
ト
ナ
ム
の
統
一

●
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

●
沖
縄
諸
島
が
日
本
に
復
帰

●
岡
本
太
郎「
太
陽
の
塔
」を
制
作

●
日
本
万
国
博
覧
会
、
大
阪
で
開
催

宇
宙
船
ア
ポ
ロ一一
号
月
に
到
着

●
東
京
国
立
近
代
美
術
館
開
館

「
ア
ル
テ・ポ
ー
ヴ
ェ
ラ（
貧
し
い
芸
術
）」運
動
開
始

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
E
C
）発
足

文
化
大
革
命（
│
七
七
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
争（
│
七
五
）

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

ナ
ム・ジ
ュ
ン・パ
イ
ク
、
初
の
ビ
デ
オ・ア
ー
ト
作
品
発
表

ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ「
フ
ル
ク
サ
ス
」結
成

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築

●
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

イ
ヴ・ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー・レ
ア
リ
ス
ト
展
開
催

●
国
立
西
洋
美
術
館
開
館

●
東
京
タ
ワ
ー
竣
工

ソ
ビ
エ
ト
、
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

●
G
マ
ー
ク
制
度
発
足

●
棟
方
志
功
が
日
本
人
で
初
め
て
版
画
部
門
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
を
受
賞

ド
イ
ツ
で
第
一
回
ド
ク
メ
ン
タ
開
催

●
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
催

●
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ「
コ
ン
バ
イ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」発
表

●
ユ
ネ
ス
コ
加
盟

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約・日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

●
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
開
館

●
日
本
宣
伝
美
術
会
結
成（
│
七
〇
）

朝
鮮
戦
争（
│
五
三
）

中
華
人
民
共
和
国
建
国

マ
テ
ィ
ス
、
ヴ
ァ
ン
ス
の「
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
」の
装
飾
に
着
手（
│
五
一
）

ポ
ロ
ッ
ク
が
ア
ク
シ
ョ
ン・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
る

●
日
本
国
憲
法
公
布

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
抽
象
表
現
主
義
」が
起
こ
る

国
際
連
合
成
立

●
広
島
と
長
崎
に
原
爆
投
下
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了

第
二
次
世
界
大
戦（
│
四
五
）

ナ
チ
ス
が
退
廃
芸
術
展
を
開
催

ワ
シ
ン
ト
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
立

ピ
カ
ソ「
ゲ
ル
ニ
カ
」を
制
作

ス
ペ
イ
ン
内
戦（
│
三
九
）

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム（
コ
ダ
ク
ロ
ー
ム
）が
完
成

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
ニュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
開
始

ナ
チ
ス
に
よ
り
バ
ウ
ハ
ウ
ス
閉
鎖

●
日
本
最
初
の
オ
ー
ル
ト
ー
キ
ー
映
画
公
開

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）開
館

世
界
恐
慌
が
起
こ
る

リ
ン
ド
バ
ー
グ
、
大
西
洋
横
断
無
着
陸
飛
行

エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
映
画「
戦
艦
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」公
開

●
ラ
ジ
オ
放
送
開
始

ア
ー
ル・デ
コ
展（
現
代
装
飾
美
術・
産
業
美
術
国
際
博
覧
会
）開
催

ブ
ル
ト
ン「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」を
発
表

●
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
グ
ル
ー
プ
、
マ
ヴ
ォ
結
成

●
関
東
大
震
災

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
成
立

メ
キ
シ
コ
で
壁
画
運
動
隆
盛

ガ
ボ
、
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
ら
が
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言

国
際
連
盟
設
立

ワ
イ
マ
ー
ル
に
グ
ロ
ピ
ウ
ス
ら
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設

デ
ュ
シ
ャ
ン
が「
泉
」を
発
表
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

モ
ン
ド
リ
ア
ン
ら
が「
デ・ス
テ
イ
ル
」グ
ル
ー
プ
結
成

ロ
シ
ア
革
命

ア
ル
プ
、
ツ
ァ
ー
ラ
ら
に
よ
り
ダ
ダ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦（
│
一八
）

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
マ
ル
ク
が
表
現
主
義
の
雑
誌「
青
騎
士
」を
発
行

中
華
民
国
の
成
立
、
清
の
滅
亡

中
国
で
辛
亥
革
命
起
こ
る

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ「
未
来
派
宣
言
」を
発
表

ピ
カ
ソ
と
ブ
ラ
ッ
ク
、
キ
ュ
ビ
ス
ム（
立
体
派
）を
創
始

●
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

パ
リ
で
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム（
野
獣
派
）と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る

●
日
露
戦
争（
│
〇
五
）

ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功

サ
ロ
ン・ド
ー
ト
ン
ヌ
設
立

メ
リ
エ
ス
、
映
画「
月
世
界
旅
行
」公
開

ア
テ
ネ
で
第
一
回
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催

パ
リ
に
装
飾
美
術・工
芸
品
の
店「
ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」開
店

●
日
清
戦
争（
│
九
五
）

モ
リ
ス
が
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
印
刷
所
を
設
立

エ
ジ
ソ
ン
、
動
画
カ
メ
ラ
を
発
明

●
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

●
岡
倉
天
心
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
東
京
美
術
学
校
設
立

●
鹿
鳴
館
完
成

サ
グ
ラ
ダ・フ
ァ
ミ
リ
ア
聖
堂
着
工

●
京
都
府
画
学
校
創
立

●
日
本
初
の
官
立
美
術
学
校
、
工
部
美
術
学
校
設
立

第
一
回
印
象
派
展
、
モ
ネ「
印
象
│
日
の
出
」を
出
品

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
設
立

●
明
治
維
新

●
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
初
参
加・
出
品

落
選
者
サ
ロ
ン
で
マ
ネ
の「
草
上
の
昼
食
」が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
呼
ぶ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争（
│
六
五
）

ダ
ー
ウ
ィ
ン「
種
の
起
源
」で
進
化
論
を
提
唱

ク
ー
ル
ベ「
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」

ロ
ン
ド
ン
で
最
初
の
万
国
博
覧
会

ア
ヘ
ン
戦
争（
│
四
二
）

ダ
ゲ
ー
ル
の
銀
板
写
真
、
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
が
公
開
さ
れ
る

ロ
ン
ド
ン・ナ
シ
ョ
ナ
ル・ギ
ャ
ラ
リ
ー
本
館
完
成

●
葛
飾
北
斎
の「
冨
嶽
三
十
六
景
」刊
行
開
始

ニ
エ
プ
ス
が
現
存
す
る
最
古
の
風
景
写
真
を
撮
影

プ
ラ
ド
美
術
館
開
館

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
即
位
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
が
主
席
画
家
と
な
る

●
江
戸
を
中
心
と
し
た
町
人
文
化
が
盛
ん
に
な
る（
化
政
文
化
） 

ヤ
ン
グ「
三
原
色
説
」を
提
示

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
発
足

フ
ラ
ン
ス
革
命（
│
九
九
）

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争（
│
八
三
）

●
杉
田
玄
白「
解
体
新
書
」を
刊
行

ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
と
産
業
革
命

ル
ソ
ー「
社
会
契
約
論
」を
刊
行

大
英
博
物
館
創
設

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
完
成

●
上
方
を
中
心
と
し
た
文
化
の
興
隆（
元
禄
文
化
）

ニュ
ー
ト
ン
、
万
有
引
力
の
法
則
を
発
表

ル
イ一四
世
の
絶
対
王
政（
│
一
七
一
五
）

清
の
中
国
統
一

清
教
徒
革
命（
│
四
九
）

タ
ー
ジ・マ
ハ
ル
造
営（
│
五
三
）

●
日
光
東
照
宮
造
営（
│
三
六
）

●
徳
川
家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く

イ
ギ
リ
ス
、
東
イ
ン
ド
会
社
設
立

●
豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

●
織
田
信
長
、
安
土
城
を
築
城

ポ
ル
タ
が
カ
メ
ラ・オ
ブ
ス
ク
ラ
を
提
案

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
起
工

●
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
伝
来

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス「
天
体
回
転
論（
地
動
説
）」を
発
表

「
最
後
の
審
判
」を
完
成

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
正
面
の
大
壁
画

イ
グ
ナ
チ
ウ
ス・ロ
ヨ
ラ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
創
立

マ
ゼ
ラ
ン一
行
が
世
界
一
周
達
成

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
運
動
始
ま
る

レ
オ
ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ「
最
後
の
晩
餐
」制
作（
│
九
八
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
、
西
イ
ン
ド
諸
島
発
見

●
慈
照
寺
銀
閣
建
立（
東
山
文
化
）

ス
ペ
イ
ン
王
国
成
立

●
応
仁
の
乱（
│
七
七
）

ビ
ザ
ン
チ
ン
帝
国
の
滅
亡

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
活
版
印
刷
術
を
発
明

フ
ラ・ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
、
サ
ン・マ
ル
コ
修
道
院
壁
画
を
描
く（
│
四
六
）

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
コ
ジ
モ・デ・メ
デ
ィ
チ
執
政
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
台
頭（
│
六
四
）

フ
ァ
ン・エ
イ
ク
兄
弟「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」を
完
成

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
、
線
遠
近
法
を
発
見

●
鹿
苑
寺
金
閣
建
立（
北
山
文
化
）

李
氏
朝
鮮
の
成
立

教
会
大
分
裂（
│
一四一
七
）

明
の
中
国
統
一

百
年
戦
争
始
ま
る（
│
一四
五
三
）

●
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
に
な
る

ダ
ン
テ「
神
曲
」を
完
成

オ
ス
マ
ン・ト
ル
コ
建
国

●「
一
遍
上
人
絵
伝
」完
成

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
の
再
建
ほ
ぼ
完
成

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
創
立

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
創
立

チ
ン
ギ
ス・ハ
ン
の
モ
ン
ゴ
ル
統
一

●
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
立
像
完
成

●
源
頼
朝
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

●
平
重
衡
、
南
都
焼
き
討
ち
を
行
う

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
興
隆

パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
建
築
開
始（
一二
五
〇
完
成
）

ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト
の
完
成

第
一
回
十
字
軍（
│
九
九
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
サ
ン・マ
ル
コ
大
聖
堂
再
建

●
平
等
院
鳳
凰
堂
建
立

中
国
で
初
め
て
木
製
の
活
字
が
作
成
さ
れ
る

●
紫
式
部「
源
氏
物
語
」を
完
成

オ
ッ
ト
ー
大
帝
ロ
ー
マ
で
戴
冠
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

宋
の
建
国

●
遣
唐
使
停
止

カ
ー
ル
大
帝
ロ
ー
マ
皇
帝
戴
冠

●
平
安
京
に
遷
都

●
正
倉
院
開
設

●
東
大
寺
大
仏
開
眼

●
平
城
京
に
遷
都

●
大
化
の
改
新

●
第
一
回
遣
唐
使
の
派
遣

●
鞍
作
止
利
、
法
隆
寺
金
堂
釈
迦
三
尊
像
制
作

唐
の
建
国

イ
ス
ラ
ム
教
の
成
立

●
聖
徳
太
子
、
十
七
条
の
憲
法
制
定

中
国
で
木
版
印
刷
の
発
明

モ
ザ
イ
ク
壁
画
の
興
隆

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
大
宮
殿
建
設

●
百
済
か
ら
仏
教
伝
来

ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
即
位（
│
六
五
）

西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡

雲
崗
石
窟
寺
院
の
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
東
西
に
分
裂

ロ
ー
マ
帝
国
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る

百
済
に
仏
教
伝
来

サ
ン・ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
立

敦
煌
、
千
仏
洞
建
設
始
ま
る

ロ
ー
マ
帝
国
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都

キ
リ
ス
ト
教
公
認（
ミ
ラ
ノ
勅
令
）

西
北
イ
ン
ド
で
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
が
栄
え
る

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
、
パ
ン
テ
オ
ン
を
再
建

中
国（
後
漢
）で
蔡
倫
が
製
紙
法
を
発
明

●
倭
の
奴
国
王
、
中
国（
後
漢
）に
使
い
を
送
る

イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
誕
生

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
即
位・ロ
ー
マ
帝
国
誕
生

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
を
統
一

マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代（
│
前
三
〇
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
東
征（
│
前
三
二
五
）

ア
テ
ネ
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
完
成

ペ
ル
シ
ャ
戦
争（
│
前
四
七
九
）

孔
子
誕
生

仏
陀
誕
生

ギ
リ
シ
ャ
各
地
に
都
市
国
家
成
立

殷
の
国
が
栄
え
る

バ
ビ
ロ
ニ
ア
王
国
、
ハ
ム
ラ
ビ
王
即
位

ク
フ
王
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

エ
ジ
プ
ト
で
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ（
神
聖
文
字
）の
使
用

エ
ー
ゲ
文
明
の
発
生

楔
形
文
字
の
使
用

シ
ュ
メ
ー
ル
人
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
国
家
を
形
成
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ランド・アート メディア・アート

ポリティカル・
アート

新表現主義

多文化的傾向

インダス インド仏教 ペルシャ イスラムガンダーラ

石器時代 殷・周・春秋戦国・秦
漢 南北朝 隋 唐 五代 北宋 南宋 元 明 清 中華民国 中華人民共和国

衛氏朝鮮 高句麗 三国（高句麗、百済、新羅） 新羅 高麗 李氏朝鮮 韓国 朝鮮民主主義人民共和国
三漢 大韓民国

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治 大正 昭和 平成
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アンフォルメル

ポップ・アート
ネオ・ダダ

パフォーマンス
ミニマル・アート
コンセプチュアル・アート

抽象表現主義 ハプニング

記憶の固執
1931
サルバドール・ダリ

1つと3つのシャベル
1965
ジョゼフ・コスース

た、たぶん 1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004
アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング

ブルー・ポールズ
（NO.11 1952） 
1952
ジャクソン・
ポロック

旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵 1965 棟方志功 727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 亀倉雄策

無限状況 1970
菅木志雄

光の教会
（日本キリスト教団 
茨木春日丘協会）
1989
安藤忠雄

Hoto 2008
宮島達男

バタフライスツール
1956  柳 宗理

これまでの美術の歴史を踏まえ、
最近の出来事を調べたり、
未来に残る美術を

想像したりしてみよう。

現在とこれからの
美術

新宝島
（部分） 
1947
手塚治虫
酒井七馬
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中央

より正確な
表現にする
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109ページ
下段左 より正確な

表記にする
ため

110ページ
上段右 より正確な

表現にする
ため

111ページ
下段中央 表記統一の

ため

112ページ
中段右 より適切な

表現にする
ため

114ページ
中段左

より一般的
に記載され
ている生年
に合わせる
ため

116ページ
下段左

弊社発行の
高校美術教
科書間で記
述を統一す
るため

116ページ
下段右 より適切な

記述にする
ため

削除

ロマネスク美術 F

　11～12世紀頃のヨーロッパで興
おこ

った美術様式である。
ローマ美術の伝統とビザンチン美術の影響を受け､ 独自の
様式が発展した。半円アーチを有し、堅固な壁を用いたピ
サ大聖堂のようなロマネスク建築が代表とされる。窓は小
さく建築内部は暗くなり、広い壁面や天井には、キリスト
教の物語や教義を説く絵画や彫刻が施された。

ゴシック美術 G～I

　12世紀後半、北フランスで興りイギリスやドイツ､ ス
ペインやイタリアに及んだ新しい美術様式である。建築
技術の進歩により、聖堂の石壁は屋根の重圧から解放さ
れた。細い柱と柱の間に大きな窓をつくることが可能に
なり､ 壁画に替わって色彩豊かなステンドグラスが用い
られるようになった。建築の特徴として、アミアン大聖
堂に見られるような、尖

せん

頭
とう

アーチや強い垂直性などが挙
げられる。また､ 微笑の天使のように聖堂の入口周辺に
刻まれた彫刻群は丸彫りで写実的な表現となった。

ルネサンスの美術 J～a

　14～15世紀にかけて起こった戦乱やペストの流行によ
る社会危機、資本主義的な経済の発達などを経て、人々
は従来の価値観にとらわれない人間性を尊重する考え方
を貴ぶようになった。人間や自然を現実的､ 科学的な目
で捉え､ 古代ギリシャやローマの人間を中心とした文化
を理想として、その再生と復興を求めた運動をルネサン
スと言い、イタリアのフィレンツェから始まった。
　絵画では､ ジョット・ディ・ボンドーネが明暗による肉
付けで立体感を備えた人体と人物の感情を三次元的な空
間に表した。ジョットの表現はマザッチオに受け継が
れ、ルネサンス絵画の様式が確立された。その後フラ・
アンジェリコは透視図法を巧みに取り入れた空間の中に
人物を配し、清らかな宗教絵画を表現した。サンドロ・
ボッティチェリは、ギリシャ、ローマ神話の世界をテー
マに、流れるような線と柔らかな色彩で甘美に表した。
彫刻ではドナテッロが古代彫刻に学び、自然な姿の人体
表現で多くの作品にその成果を実らせた。
　建築は、抽象的な神の尺度を求められたゴシック建築
に対し人間の尺度を基準とし、調和と構成的な形体美を
求めた。13世紀末に着工されたサンタ・マリア・デル・フィ
オーレ大聖堂は、15世紀半ばに八角形の巨大なドームを
建造して完成した。
　16世紀には文化の中心がローマに移り、イタリアのル
ネサンスは最盛期に達した。絵画や彫刻では正確で均整
の取れた人体、表情豊かな内面描写が熟成された。
　この時期は短期間に多くの天才を輩出した。絵画や彫
刻、建築や解剖学など多様な分野で研究を重ね､ モナ・リ
ザや最後の晩

ばん

餐
さん

などを描いたレオナルド・ダ・ヴィンチ。
彫刻や絵画で人間をたくましい姿で表現し、サン・ピエト
ロ大聖堂のドームなども設計したミケランジェロ・ブオナ
ローティ。レオナルドやミケランジェロの技法を取り入
れ、古典的秩序のある調和のとれた穏やかな人物画を描
いて人々に愛されたラファエロ・サンティが挙げられる。
　東方貿易で栄えていたヴェネツィアでは、ジョル

L 受胎告知
［フレスコ／230×321cm］ 1440～50頃
サン・マルコ美術館蔵［イタリア］
フラ・アンジェリコ［イタリア・1387-1400～55］

R ウルビーノのヴィーナス
［油彩・キャンヴァス／119×165cm］ 1538
ウフィツィ美術館蔵
ティツィアーノ・ヴェチェッリオ
［イタリア・生年不明～1576］

N サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂の
ドーム部分（世界遺産） 1420～34［イタリア］
フィリッポ・ブルネレスキ
［イタリア・1377～1446］

T バベルの塔［油彩・板／114×155cm］ 1563
ウィーン美術史美術館蔵［オーストリア］
ピーテル・ブリューゲル（父）
［ネーデルラント・1526頃～69］

O モナ・リザ
［油彩・板／77×53cm］ 1503～06
ルーヴル美術館蔵
レオナルド・ダ・ヴィンチ
［イタリア・1452～1519］

P53～55・102    レオナルド

Q ひわの聖母
［油彩・板／107×77cm］ 1506
ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
ラファエロ・サンティ
［イタリア・1483～1520］

P54・102    ラファエロ

S アルノルフィーニ夫妻の肖像
［油彩・板／81.8×59.7cm］ 1434
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵
［イギリス］
ヤン・ファン・エイク
［フランドル・1390頃～1441］

M ダヴィデ
［ブロンズ／高さ158cm］ 1430～33頃
国立バルジェッロ美術館蔵［イタリア］
ドナテッロ［イタリア・1382-86～1466］

P ダヴィデ
［大理石／高さ410cm］ 1501～04
アカデミア美術館蔵［イタリア］
ミケランジェロ・ブオナローティ
［イタリア・1475～1564］

P46・54    ミケランジェロ
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ロマネスク美術 F

　11～12世紀頃のヨーロッパで興
おこ

った美術様式である。
ローマ美術の伝統とビザンチン美術の影響を受け､ 独自の
様式が発展した。半円アーチを有し、堅固な壁を用いたピ
サ大聖堂のようなロマネスク建築が代表とされる。窓は小
さく建築内部は暗くなり、広い壁面や天井には、キリスト
教の物語や教義を説く絵画や彫刻が施された。

ゴシック美術 G～I

　12世紀後半、北フランスで興りイギリスやドイツ､ ス
ペインやイタリアに及んだ新しい美術様式である。建築
技術の進歩により、聖堂の石壁は屋根の重圧から解放さ
れた。細い柱と柱の間に大きな窓をつくることが可能に
なり､ 壁画に替わって色彩豊かなステンドグラスが用い
られるようになった。建築の特徴として、アミアン大聖
堂に見られるような、尖

せん

頭
とう

アーチや強い垂直性などが挙
げられる。また､ 微笑の天使のように聖堂の入口周辺に
刻まれた彫刻群は丸彫りで写実的な表現となった。

ルネサンスの美術 J～a

　14～15世紀にかけて起こった戦乱やペストの流行によ
る社会危機、資本主義的な経済の発達などを経て、人々
は従来の価値観にとらわれない人間性を尊重する考え方
を貴ぶようになった。人間や自然を現実的､ 科学的な目
で捉え､ 古代ギリシャやローマの人間を中心とした文化
を理想として、その再生と復興を求めた運動をルネサン
スと言い、イタリアのフィレンツェから始まった。
　絵画では､ ルネサンスの先駆者ジョット・ディ・ボン
ドーネが明暗による肉付けで立体感を備えた人体と人物
の感情を三次元的な空間に表した。その表現はマザッチ
オに受け継がれ、ルネサンス絵画の様式が確立された。
その後フラ・アンジェリコは透視図法を巧みに取り入れた
空間の中に人物を配し、清らかな宗教絵画を表現した。
サンドロ・ボッティチェリは、ギリシャ、ローマ神話の世
界をテーマに、流れるような線と柔らかな色彩で甘美に
表した。彫刻ではドナテッロが古代彫刻に学び、自然な
姿の人体表現で多くの作品にその成果を実らせた。
　建築は、抽象的な神の尺度を求められたゴシック建築
に対し人間の尺度を基準とし、調和と構成的な形体美を
求めた。13世紀末に着工されたサンタ・マリア・デル・フィ
オーレ大聖堂は、15世紀前半に八角形の巨大なドームを
建造して完成した。
　16世紀には文化の中心がローマに移り、イタリアのル
ネサンスは最盛期に達した。絵画や彫刻では正確で均整
の取れた人体、表情豊かな内面描写が熟成された。
　この時期は短期間に多くの天才を輩出した。絵画や彫
刻、建築や解剖学など多様な分野で研究を重ね､ モナ・リ
ザや最後の晩

ばん

餐
さん

などを描いたレオナルド・ダ・ヴィンチ。
彫刻や絵画で人間をたくましい姿で表現し、サン・ピエト
ロ大聖堂のドームなども設計したミケランジェロ・ブオナ
ローティ。レオナルドやミケランジェロの技法を取り入
れ、古典的秩序のある調和のとれた穏やかな人物画を描
いて人々に愛されたラファエロ・サンティが挙げられる。
　東方貿易で栄えていたヴェネツィアでは、ジョル

L 受胎告知
［フレスコ／230×321cm］ 1440～50頃
サン・マルコ美術館蔵［イタリア］
フラ・アンジェリコ［イタリア・1387-1400～55］

R ウルビーノのヴィーナス
［油彩・キャンヴァス／119×165cm］ 1538
ウフィツィ美術館蔵
ティツィアーノ・ヴェチェッリオ
［イタリア・生年不明～1576］

N サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂の
ドーム部分（世界遺産） 1420～34［イタリア］
フィリッポ・ブルネレスキ
［イタリア・1377～1446］

T バベルの塔［油彩・板／114×155cm］ 1563
ウィーン美術史美術館蔵［オーストリア］
ピーテル・ブリューゲル（父）
［ネーデルラント・1526頃～69］

O モナ・リザ
［油彩・板／77×53cm］ 1503～06
ルーヴル美術館蔵
レオナルド・ダ・ヴィンチ
［イタリア・1452～1519］

P53～55・102    レオナルド

Q ひわの聖母
［油彩・板／107×77cm］ 1506
ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
ラファエロ・サンティ
［イタリア・1483～1520］

P54・102    ラファエロ

S アルノルフィーニ夫妻の肖像
［油彩・板／81.8×59.7cm］ 1434
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵
［イギリス］
ヤン・ファン・エイク
［フランドル・1390頃～1441］

M ダヴィデ
［ブロンズ／高さ158cm］ 1430～33頃
国立バルジェッロ美術館蔵［イタリア］
ドナテッロ［イタリア・1382-86～1466］

P ダヴィデ
［大理石／高さ410cm］ 1501～04
アカデミア美術館蔵［イタリア］
ミケランジェロ・ブオナローティ
［イタリア・1475～1564］

P46・54    ミケランジェロ
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ロマネスク美術 F

　11～12世紀頃のヨーロッパで興
おこ

った美術様式である。
ローマ美術の伝統とビザンチン美術の影響を受け､ 独自の
様式が発展した。半円アーチを有し、堅固な壁を用いたピ
サ大聖堂のようなロマネスク建築が代表とされる。窓は小
さく建築内部は暗くなり、広い壁面や天井には、キリスト
教の物語や教義を説く絵画や彫刻が施された。

ゴシック美術 G～I

　12世紀後半、北フランスで興りイギリスやドイツ､ ス
ペインやイタリアに及んだ新しい美術様式である。建築
技術の進歩により、聖堂の石壁は屋根の重圧から解放さ
れた。細い柱と柱の間に大きな窓をつくることが可能に
なり､ 壁画に替わって色彩豊かなステンドグラスが用い
られるようになった。建築の特徴として、アミアン大聖
堂に見られるような、尖

せん

頭
とう

アーチや強い垂直性などが挙
げられる。また､ 微笑の天使のように聖堂の入口周辺に
刻まれた彫刻群は丸彫りで写実的な表現となった。

ルネサンスの美術 J～a

　14～15世紀にかけて起こった戦乱やペストの流行によ
る社会危機、資本主義的な経済の発達などを経て、人々
は従来の価値観にとらわれない人間性を尊重する考え方
を貴ぶようになった。人間や自然を現実的､ 科学的な目
で捉え､ 古代ギリシャやローマの人間を中心とした文化
を理想として、その再生と復興を求めた運動をルネサン
スと言い、イタリアのフィレンツェから始まった。
　絵画では､ ジョット・ディ・ボンドーネが明暗による肉
付けで立体感を備えた人体と人物の感情を三次元的な空
間に表した。ジョットの表現はマザッチオに受け継が
れ、ルネサンス絵画の様式が確立された。その後フラ・
アンジェリコは透視図法を巧みに取り入れた空間の中に
人物を配し、清らかな宗教絵画を表現した。サンドロ・
ボッティチェリは、ギリシャ、ローマ神話の世界をテー
マに、流れるような線と柔らかな色彩で甘美に表した。
彫刻ではドナテッロが古代彫刻に学び、自然な姿の人体
表現で多くの作品にその成果を実らせた。
　建築は、抽象的な神の尺度を求められたゴシック建築
に対し人間の尺度を基準とし、調和と構成的な形体美を
求めた。13世紀末に着工されたサンタ・マリア・デル・フィ
オーレ大聖堂は、15世紀半ばに八角形の巨大なドームを
建造して完成した。
　16世紀には文化の中心がローマに移り、イタリアのル
ネサンスは最盛期に達した。絵画や彫刻では正確で均整
の取れた人体、表情豊かな内面描写が熟成された。
　この時期は短期間に多くの天才を輩出した。絵画や彫
刻、建築や解剖学など多様な分野で研究を重ね､ モナ・リ
ザや最後の晩

ばん

餐
さん

などを描いたレオナルド・ダ・ヴィンチ。
彫刻や絵画で人間をたくましい姿で表現し、サン・ピエト
ロ大聖堂のドームなども設計したミケランジェロ・ブオナ
ローティ。レオナルドやミケランジェロの技法を取り入
れ、古典的秩序のある調和のとれた穏やかな人物画を描
いて人々に愛されたラファエロ・サンティが挙げられる。
　東方貿易で栄えていたヴェネツィアでは、ジョル

L 受胎告知
［フレスコ／230×321cm］ 1440～50頃
サン・マルコ美術館蔵［イタリア］
フラ・アンジェリコ［イタリア・1387-1400～55］

R ウルビーノのヴィーナス
［油彩・キャンヴァス／119×165cm］ 1538
ウフィツィ美術館蔵
ティツィアーノ・ヴェチェッリオ
［イタリア・生年不明～1576］

N サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂の
ドーム部分（世界遺産） 1420～34［イタリア］
フィリッポ・ブルネレスキ
［イタリア・1377～1446］

T バベルの塔［油彩・板／114×155cm］ 1563
ウィーン美術史美術館蔵［オーストリア］
ピーテル・ブリューゲル（父）
［ネーデルラント・1526頃～69］

O モナ・リザ
［油彩・板／77×53cm］ 1503～06
ルーヴル美術館蔵
レオナルド・ダ・ヴィンチ
［イタリア・1452～1519］

P53～55・102    レオナルド

Q ひわの聖母
［油彩・板／107×77cm］ 1506
ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
ラファエロ・サンティ
［イタリア・1483～1520］

P54・102    ラファエロ

S アルノルフィーニ夫妻の肖像
［油彩・板／81.8×59.7cm］ 1434
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵
［イギリス］
ヤン・ファン・エイク
［フランドル・1390頃～1441］

M ダヴィデ
［ブロンズ／高さ158cm］ 1430～33頃
国立バルジェッロ美術館蔵［イタリア］
ドナテッロ［イタリア・1382-86～1466］

P ダヴィデ
［大理石／高さ410cm］ 1501～04
アカデミア美術館蔵［イタリア］
ミケランジェロ・ブオナローティ
［イタリア・1475～1564］

P46・54    ミケランジェロ
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ロマネスク美術 F

　11～12世紀頃のヨーロッパで興
おこ

った美術様式である。
ローマ美術の伝統とビザンチン美術の影響を受け､ 独自の
様式が発展した。半円アーチを有し、堅固な壁を用いたピ
サ大聖堂のようなロマネスク建築が代表とされる。窓は小
さく建築内部は暗くなり、広い壁面や天井には、キリスト
教の物語や教義を説く絵画や彫刻が施された。

ゴシック美術 G～I

　12世紀後半、北フランスで興りイギリスやドイツ､ ス
ペインやイタリアに及んだ新しい美術様式である。建築
技術の進歩により、聖堂の石壁は屋根の重圧から解放さ
れた。細い柱と柱の間に大きな窓をつくることが可能に
なり､ 壁画に替わって色彩豊かなステンドグラスが用い
られるようになった。建築の特徴として、アミアン大聖
堂に見られるような、尖

せん

頭
とう

アーチや強い垂直性などが挙
げられる。また､ 微笑の天使のように聖堂の入口周辺に
刻まれた彫刻群は丸彫りで写実的な表現となった。

ルネサンスの美術 J～a

　14～15世紀にかけて起こった戦乱やペストの流行によ
る社会危機、資本主義的な経済の発達などを経て、人々
は従来の価値観にとらわれない人間性を尊重する考え方
を貴ぶようになった。人間や自然を現実的､ 科学的な目
で捉え､ 古代ギリシャやローマの人間を中心とした文化
を理想として、その再生と復興を求めた運動をルネサン
スと言い、イタリアのフィレンツェから始まった。
　絵画では､ ルネサンスの先駆者ジョット・ディ・ボン
ドーネが明暗による肉付けで立体感を備えた人体と人物
の感情を三次元的な空間に表した。その表現はマザッチ
オに受け継がれ、ルネサンス絵画の様式が確立された。
その後フラ・アンジェリコは透視図法を巧みに取り入れた
空間の中に人物を配し、清らかな宗教絵画を表現した。
サンドロ・ボッティチェリは、ギリシャ、ローマ神話の世
界をテーマに、流れるような線と柔らかな色彩で甘美に
表した。彫刻ではドナテッロが古代彫刻に学び、自然な
姿の人体表現で多くの作品にその成果を実らせた。
　建築は、抽象的な神の尺度を求められたゴシック建築
に対し人間の尺度を基準とし、調和と構成的な形体美を
求めた。13世紀末に着工されたサンタ・マリア・デル・フィ
オーレ大聖堂は、15世紀前半に八角形の巨大なドームを
建造して完成した。
　16世紀には文化の中心がローマに移り、イタリアのル
ネサンスは最盛期に達した。絵画や彫刻では正確で均整
の取れた人体、表情豊かな内面描写が熟成された。
　この時期は短期間に多くの天才を輩出した。絵画や彫
刻、建築や解剖学など多様な分野で研究を重ね､ モナ・リ
ザや最後の晩

ばん

餐
さん

などを描いたレオナルド・ダ・ヴィンチ。
彫刻や絵画で人間をたくましい姿で表現し、サン・ピエト
ロ大聖堂のドームなども設計したミケランジェロ・ブオナ
ローティ。レオナルドやミケランジェロの技法を取り入
れ、古典的秩序のある調和のとれた穏やかな人物画を描
いて人々に愛されたラファエロ・サンティが挙げられる。
　東方貿易で栄えていたヴェネツィアでは、ジョル

L 受胎告知
［フレスコ／230×321cm］ 1440～50頃
サン・マルコ美術館蔵［イタリア］
フラ・アンジェリコ［イタリア・1387-1400～55］

R ウルビーノのヴィーナス
［油彩・キャンヴァス／119×165cm］ 1538
ウフィツィ美術館蔵
ティツィアーノ・ヴェチェッリオ
［イタリア・生年不明～1576］

N サンタ・マリア・デル・フィオーレ大聖堂の
ドーム部分（世界遺産） 1420～34［イタリア］
フィリッポ・ブルネレスキ
［イタリア・1377～1446］

T バベルの塔［油彩・板／114×155cm］ 1563
ウィーン美術史美術館蔵［オーストリア］
ピーテル・ブリューゲル（父）
［ネーデルラント・1526頃～69］

O モナ・リザ
［油彩・板／77×53cm］ 1503～06
ルーヴル美術館蔵
レオナルド・ダ・ヴィンチ
［イタリア・1452～1519］

P53～55・102    レオナルド

Q ひわの聖母
［油彩・板／107×77cm］ 1506
ウフィツィ美術館蔵［イタリア］
ラファエロ・サンティ
［イタリア・1483～1520］

P54・102    ラファエロ

S アルノルフィーニ夫妻の肖像
［油彩・板／81.8×59.7cm］ 1434
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵
［イギリス］
ヤン・ファン・エイク
［フランドル・1390頃～1441］

M ダヴィデ
［ブロンズ／高さ158cm］ 1430～33頃
国立バルジェッロ美術館蔵［イタリア］
ドナテッロ［イタリア・1382-86～1466］

P ダヴィデ
［大理石／高さ410cm］ 1501～04
アカデミア美術館蔵［イタリア］
ミケランジェロ・ブオナローティ
［イタリア・1475～1564］

P46・54    ミケランジェロ

109

ダダイスム á

　第一次世界大戦中にヨーロッパで起こり、その後
ニューヨークでも展開された運動。社会や文化に対する
抵抗や絶望感などを根底に、過去の伝統や文化を否定す
る反芸術的、虚無的な表現などを行った。1917年、フラ
ンスの美術家マルセル・デュシャンは、日ごろ見慣れた便
器に「泉」と名を付け展覧会に出品しようとして拒否され
た。彼は既製品（レディ・メイド）を日常から切り離して示
すことで、美術や創造の意味を問いかけたのである。

シュルレアリスム à～â

　超現実主義（シュルレアリスム）は、精神分析科医ジグ
ムント・フロイトの深層心理学に強い影響を受けたアンド
レ・ブルトンの、「シュルレアリスム宣言」（1924年）によっ
て興

おこ

った運動である。文学、美術など広い範囲に影響を
及ぼした。精神の解放を目指し心の奥底にある無意識の
世界を表現しようとしたものである。デカルコマニーな
どによる偶然性の利用、あり得ない物同士の組み合わせ
により違和感を生じさせるデペイズマンなどは、シュル
レアリスムの主要な技法である。代表的な作家に、マッ
クス・エルンスト、ジョアン・ミロ、ルネ・マグリット、サ
ルバドール・ダリが挙げられる。

エコール・ド・パリと素朴派 ä～å

　主に1920年代から第二次世界大戦前まで、世界の各地
から芸術の都・パリを訪れ、次々と展開される運動に関係
なく独自の画風をつくりだし、エコール・ド・パリと呼ば
れた画家たちがいた。イタリアの画家アメデオ・モディリ
アーニやロシア生まれのユダヤ系画家マルク・シャガール
らである。そのほかにはアンリ・ルソーのように、一見素
人を思わせる単純な形体や歪

わい

曲
きょく

、遠近法の無視などの表
現で独自の世界を描き、素朴派と呼ばれた画家もいた。

彫刻の展開2 ç～ë

　美術の多様な運動は彫刻家にも影響を与え、作品も
様々な展開を見せた。コンスタンティン・ブランクーシ
は、対象の本質を捉えそれを効果的に表現するため、対
象の細部を省略した作品を制作し、以降の彫刻に大きな
影響を与えた。また、ダダイスムの運動に参加し、シュ
ルレアリスム、抽象主義と多様な活動を展開したジャン・
アルプの有機的な抽象形体の作品や、幾何学的形体を組
み合わせ、バランスの原理と動力や風力を利用して動く
彫刻（モビール）を制作したアレクサンダー・カルダーの抽
象作品なども生まれた。
　オシップ・ザッキンはキュビスムの考え方で対象を幾何
学的形体に分解し再構成した。アルベルト・ジャコメッ
ティはキュビスムやシュルレアリスムの影響を受けた作
品を制作していたが、戦後は独自の概念により細長く引
きのばされた独特の形体の人体を制作した。

第二次世界大戦後の美術  í～ó

　第二次世界大戦による世界的な混乱の後、多くの芸術
家がヨーロッパからアメリカに移住、亡命したことなど

P24・25    想像を形に

â 記憶の固執
［油彩・キャンヴァス／24.1×33cm］ 1931
ニューヨーク近代美術館蔵［アメリカ］
サルバドール・ダリ［スペイン・1904～89］

P24    ダリ

ã 私と村
［油彩・キャンヴァス／192.1×151.4cm］
1911 ニューヨーク近代美術館蔵
マルク・シャガール
［ロシア-フランス・1887～1985］

P61    シャガール

ç 空間の鳥
［ブロンズなど／高さ本体135cm
台座149.2cm］ 1925～26
滋賀県立美術館蔵
コンスタンティン・ブランクーシ
［ルーマニア・1876～1957］

è インターナショナル・モビール
［アルミニウム・ワイヤーなど］ 1949
ヒューストン美術館蔵［アメリカ］
アレクサンダー・カルダー
［アメリカ・1898～1976］

P63    カルダ―é 雲の牧人
［石

せっ

膏
こう

／320×123×220cm］
1953 パリ国立近代美術館蔵
ジャン・アルプ
［フランス・1887～1966］

å 私自身、肖像＝風景
［油彩・キャンヴァス／146×113cm］
1890 プラハ国立美術館蔵［チェコ］
アンリ・ルソー［フランス・1844～1910］
P2・3    ルソー

ä 黄色いセーターのジャンヌ・エビュテルヌ
［油彩・キャンヴァス／100×64.7cm］ 1918～19
グッゲンハイム美術館蔵
アメデオ・モディリアーニ
［イタリア・1884～1920］

P18    モディリアーニ

ì モノグラム
［ミクストメディア／122×183×183cm］ 1955～59
ストックホルム近代美術館蔵［スウェーデン］
ロバート・ラウシェンバーグ［アメリカ・1925～2008］

í ブルー・ポールズ（No.11 1952）
［エナメル・アルミニウムペイント・キャンヴァス／
212.1×488.9cm］
1952 ナショナル・ギャラリー・オブ・オーストラリア蔵
ジャクソン・ポロック［アメリカ・1912～56］

ê 破壊された都市
［ブロンズ／高さ約6m］
1951 ［オランダ］
オシップ・ザッキン
［ロシア-フランス・
1890～1967］

ë 立つ女
［ブロンズ／131.5×19×32.5cm］
1957 アルベルト＆アネット・
ジャコメッティ財団蔵
［フランス］
アルベルト・ジャコメッティ
［スイス・1901～66］

P58    ジャコメッティ

P62    ブランクーシ
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日 本
の
美 術  

縄文、弥生、古墳時代の美術 1～5

　日本で、豊かな装飾が行われた造形表現の歴史は、縄
文時代中期につくられた土器まで遡

さかのぼ

れる。中でも新潟県
から出土した火

か

焔
えん

土器は、燃え上がる炎を想起させる力
強い造形が特徴的である。後期には抽象性を感じさせる
土偶が多数つくられている。
　稲作が伝わり、西日本に弥生文化が成立した紀元前4

世紀頃には、実用的な形で装飾も簡素な弥生土器がつく
られた。また、弥生時代には大陸から青銅器や鉄器がも
たらされ、青銅の銅

どう

鐸
たく

がつくられた。銅鐸は祭
さい

祀
し

や儀式
などに使われたと考えられている。
　弥生時代後期には支配者によると思われる大きな墳墓
がつくられ始めた。3世紀中頃以降にはより大規模な古墳
がつくられ、古墳の周辺には人物、動物、家、船などを
象
かたど

る埴
はに

輪
わ

が立て並べられた。

飛
あすか

鳥､ 奈良時代　飛鳥文化の美術 6～9

　538年頃、仏教が朝鮮半島を経て日本に伝来する。聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

や蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

らは国を治める基本に仏教を据え、7世
紀前半、飛鳥の地を中心に寺院や仏像など日本最初の仏
教建築や美術が芽生えた。
　飛鳥、奈良時代の寺院の伽

が

藍
らん

配置は様々であるが、い
ずれも中国や朝鮮の影響を受けている。現存する世界最
古の木造建築である法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

の中門、回廊と金堂、五重塔
などの配置もそのひとつである。仏像には、法隆寺の釈

しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

のように端正で厳しい表情で正面性を重んじた
北
ほく

魏
ぎ

様式と、広
こう

隆
りゅう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

のように顔や
姿が柔和で丸みがあり、立体感を有した南

なん

梁
りょう

様式があ
る。　絵画では、法隆寺の玉

たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

に描かれた須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

のひとつ、捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

が挙げられる。釈迦の前世物語の
ひとつで、時間的に異なる複数の場面を一画面に表す画
面構成は、のちの絵巻物の先駆けとも言えよう。

奈良時代　白
はく

鳳
ほう

、天
てん

平
ぴょう

文化の美術 :～C

　飛鳥文化に続き、７世紀後半から８世紀初頭の文化を
白鳳文化､ それ以降の奈良時代の文化を天平文化と呼
ぶ。　8世紀に入ると遣唐使の派遣が盛んになり、朝鮮
半島を経由せずに中国大陸の文化の影響を受けるように

1 火
か

焔
えん

土器（重要文化財）
［土／高さ32.5cm］縄文時代中期
長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

3 壺
つぼ

形
がた

土器（重要文化財）［土／高さ32.6cm］
弥生時代後期 東京国立博物館蔵

5 埴
はに

輪
わ

 踊る人々［土／高さ57cm・64.1cm］
6世紀 東京国立博物館蔵

7 釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

（国宝）
［金銅造／中尊の高さ87cm］
623 法隆寺蔵

鞍
くら

作
つくりの

止
と

利
り

［生没年不詳］
8 弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

（国宝）
［漆
しっ

箔
ぱく

・赤
あか

松
まつ

／高さ123.3cm］
7世紀前半
広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵［京都府］

9 玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

（国宝）
［彩色・木／60×35cm］
7世紀中頃 法隆寺蔵

: 阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

（国宝）
［彩色・乾

かん

漆
しつ

造
づくり

／
像高153.4cm］ 734

興
こう

福
ふく

寺
じ

蔵［奈良県］

A 鑑
がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

（国宝）
［乾漆造／高さ80.1cm］ 8世紀 唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

蔵［奈良県］

2 土偶（重要文化財）［土／高さ36cm］
縄文時代晩期 東京国立博物館蔵　 P56    土偶

4 袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

（国宝）［青銅／高さ39.4cm］
弥生時代中期 神戸市立博物館蔵［兵庫県］

6 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（世界遺産・国宝） 7世紀後半［奈良県］
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象
かたど

る埴
はに

輪
わ

が立て並べられた。

飛
あすか

鳥､ 奈良時代　飛鳥文化の美術 6～9

　538年頃、仏教が朝鮮半島を経て日本に伝来する。聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

や蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

らは国を治める基本に仏教を据え、7世
紀前半、飛鳥の地を中心に寺院や仏像など日本最初の仏
教建築や美術が芽生えた。
　飛鳥、奈良時代の寺院の伽

が

藍
らん

配置は様々であるが、い
ずれも中国や朝鮮の影響を受けている。世界最古の木造
建築である法

ほう

隆
りゅう

寺
じ
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釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

のように端正で厳しい表情で正面性を重んじ
た北

ほく

魏
ぎ

様式と、広
こう

隆
りゅう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

のように顔
や姿が柔和で丸みがあり、立体感を有した南

なん

梁
りょう

様式があ
る。　絵画では、法隆寺の玉

たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

に描かれた須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

のひとつ、捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず
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奈良時代　白
はく

鳳
ほう

、天
てん

平
ぴょう

文化の美術 :～C
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1 火
か

焔
えん

土器（重要文化財）
［土／高さ32.5cm］縄文時代中期
長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

3 壺
つぼ

形
がた

土器（重要文化財）［土／高さ32.6cm］
弥生時代後期 東京国立博物館蔵

5 埴
はに

輪
わ

 踊る人々［土／高さ57cm・64.1cm］
6世紀 東京国立博物館蔵

7 釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

（国宝）
［金銅造／中尊の高さ87cm］
623 法隆寺蔵

鞍
くら

作
つくりの

止
と

利
り

［生没年不詳］
8 弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

（国宝）
［漆
しっ

箔
ぱく

・赤
あか

松
まつ

・楠
くす

／高さ123.3cm］
7世紀前半
広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵［京都府］

9 玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

（国宝）
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7世紀中頃 法隆寺蔵

: 阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

（国宝）
［彩色・乾

かん

漆
しつ

造
づくり

／
像高153.4cm］ 734

興
こう

福
ふく

寺
じ

蔵［奈良県］

A 鑑
がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

（国宝）
［乾漆造／高さ80.1cm］ 8世紀 唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

蔵［奈良県］
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4 袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

（国宝）［青銅／高さ39.4cm］
弥生時代中期 神戸市立博物館蔵［兵庫県］

6 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（世界遺産・国宝） 7世紀後半［奈良県］
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ジョーネやティツィアーノ・ヴェチェッリオらが活躍して
いた。彼らは肖像画や宗教画、神話の世界などを色彩豊
かに描き、富裕な市民たちの人気を博した。
　ヨーロッパ北方では、15世紀にフランドル（現在のベル
ギーを中心とする地域）のヤン・ファン・エイクが油彩画
法を研究し、写実的で緻密な絵を描いた。油絵の技法は
16世紀のイタリア絵画に大きな影響を与え、レオナルド
らによって研究や改良が行われ､ ヨーロッパ中に広がっ
た。また、寓

ぐう

話
わ

や民衆の生活を描いたネーデルラントの
ピーテル・ブリューゲル（父）、ドイツでは写実的表現のな
かに精神性を示したアルブレヒト・デューラー､ 肖像画家
として名声を博したハンス・ホルバイン（子）らの作品に、
ルネサンス絵画の特徴を見ることができる。

マニエリスムの美術 b

　マニエリスムは、ルネサンスからバロックへの移行期
に興

おこ

った芸術様式である。ルネサンス後期より後のイタ
リアでは、洗練された技巧、曲線の多用、誇張や非合理
的な空間表現、非現実的な色彩、観念的な主題などを
特色とする様式が生まれ、やがてヨーロッパ各地に及ん
だ。この特色は人体表現に顕著に見られ、パルミジャ
ニーノ、スペインのエル・グレコの作品が挙げられる。

バロックの美術 c～h

　バロックは16世紀末から18世紀前半に展開した芸術様
式で､ ルネサンスの端正な表現に比べ強い色彩、際立っ
た明暗など、誇張や劇的効果が特徴的である。
　17世紀、イタリアのカラヴァッジョやオランダのレン
ブラント・ファン・レインが写実的技法と極端な明暗効果
を駆使した絵画技法で、人間の感情を力強く表現した。
スペイン宮廷画家のディエゴ・ベラスケスは、対象の存在
感や質感を素早いタッチで的確に描いた。フランドルの
ピーテル・パウル・ルーベンスは、華麗な色彩、のびやか
な筆遣い、躍動感あふれる構図によって、劇的で迫力の
ある画面を生み出した。
　また、オランダのヨハネス・フェルメールは、室内に射
し込む柔らかな光を巧みに捉え、静けさに包まれた情景
を効果的に表現した。
　彫刻ではイタリアのジャン・ロレンツォ・ベルニーニ
が、瞬間的な動作や表情までも大理石に刻んだ。
　17世紀のフランス絵画では、ニコラ・プッサンがバロック
的な劇的な効果を強調する表現から、次第に安定した構図
と落ち着いた色彩による古典主義的様式を確立していった。

ロココの美術 i～j

　18世紀はフランスの宮廷を中心に、洗練され軽快で優
美なロココと呼ばれる様式が流行した。絵画ではアント
ワーヌ・ヴァトーやジャン・オノレ・フラゴナールが軽妙な
タッチと豊かな色彩で、貴族の生活と想像的情景を交え
た優雅な世界を表現した。　一方、身近な静物や庶民の生
活などを、淡い色調で描き続けたジャン＝シメオン・シャ
ルダンのような画家もいた。

a 毛皮のローブを着た自画像（28歳の自画像）
［油彩・板／67.1×48.9cm］ 1500
アルテ・ピナコテーク蔵［ドイツ］
アルブレヒト・デューラー［ドイツ・1471～1528］

d 女官たち
［油彩・キャンヴァス／318cm×276cm］
1656 プラド美術館蔵［スペイン］
ディエゴ・ベラスケス
［スペイン・1599～1660］

e レウキッポスの娘たちの略奪
［油彩・キャンヴァス／224×210.5cm］
1616～19 アルテ・ピナコテーク蔵
ピーテル・パウル・ルーベンス
［ネーデルラント・1577～1640］

f 牛乳を注ぐ女［油彩・キャンヴァス／
45.5×41cm］ 1658～59頃
アムステルダム国立美術館蔵
ヨハネス・フェルメール
［オランダ・1632～75］

P18・22・47・157    フェルメール

c 夜警［油彩・キャンヴァス／363×438cm］
1642 アムステルダム国立美術館蔵［オランダ］
レンブラント・ファン・レイン［オランダ・1606～69］

P20・39    レンブラント

b ヨハネの幻視
［油彩・キャンヴァス／
222.3×193cm］ 
1609～14
メトロポリタン美術館蔵
［アメリカ］エル・グレコ
［スペイン・1541～1614］

P13    エル・グレコ

g ダヴィデ
［大理石／高さ170cm］
1623～24頃
ボルゲーゼ美術館蔵
［イタリア］
ジャン・ロレンツォ・
ベルニーニ
［イタリア・1598～1680］

h アルカディアの牧人たち
［油彩・キャンヴァス／85×121cm］
1638～39 ルーヴル美術館蔵［フランス］
ニコラ・プッサン［フランス・1594～1665］

i 牧人たち
［油彩・キャンヴァス／56×81cm］ 1717
シャルロッテンブルグ宮殿蔵［ドイツ］
アントワーヌ・ヴァトー
［フランス・1684～1721］

j 鍋と卵のある静物［油彩・キャンヴァス／
16.5×20.5cm］ 1734頃 ルーヴル美術館蔵
ジャン＝シメオン・シャルダン
［フランス・1699～1779］

P12    シャルダン
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新古典主義の美術 k

　18世紀後半から19世紀前半、ポンペイ遺跡などの発見
やロココの装飾的な貴族趣味美術の反動から、古代ギリ
シャやローマの古典的美術を範とする安定した構図、端
正な形を理想とした様式が好まれ、ヨーロッパ全土に展
開した。代表的な画家として、フランスのジャック＝ルイ・
ダヴィッドやドミニク・アングルなどが挙げられる。

ロマン主義の美術 l～m

　新古典主義の美術に対し、人間の個性や感情の表出
を、強い色彩や激しい動勢で表現したのがロマン主義で
ある。イギリスの画家ジョン・コンスタブルの外光描写
や、光を色彩で表現しようと試みたウィリアム・ターナー
の表現方法が、フランスのロマン主義の画家たちに影響
を与えた。フランスではテオドール・ジェリコーがロマン
主義の端

たん

緒
しょ

を開き、ウジェーヌ・ドラクロワが劇的なテー
マを豊かな色彩で感情たくましく表した。

バルビゾン派と写実主義 n～o

　19世紀の中頃、パリ郊外の農村バルビゾンに滞在し、
身近な自然や農民を描く画家たちによって、風景画の新
しい動きが展開された。野外の外光で制作したバルビゾ
ン派には、テオドール・ルソーやカミーユ・コロー、ジャ
ン＝フランソワ・ミレーなどがいる。
　新古典主義やロマン主義で取り上げられる想像的な主
題に対して、目に見えるものをありのままに描こうとす
る写実主義の考え方は、バルビゾン派の画家と交流が
あったギュスターヴ・クールベによって明確に打ち出され
た。写実主義の考え方は後の印象主義に続いていく。

印象主義 p～t

　19世紀のフランスでは、若手画家が認められるために
はサロン（官展）への出展が必要であったが、サロンでは
新古典主義の美意識が強く新しい傾向の作品が認められ
にくかったため、落選した若手作家などの不満が高まっ
ていた。1863年、官展の審査に不満を抱いた作家たちの
声により、落選した作品を集めた展覧会がナポレオン3

世によって企画され、エドゥアール・マネ、クロード・モ
ネ、カミーユ・ピサロらの作品が出品された。
　マネは古典を学びながらも写実主義の考え方を取り入
れ、明快な色彩と的確な筆さばきでパリの風俗を描き、
若い画家たちから支持を受けていた。マネを支持する画
家たちは、自分の目で見たままを描くという立場から、
屋外での制作を試みた。彼らは自然の色は光の状態で
刻々と変化することに気付き、自然の明るさを表すため
に純粋な色を使い、パレットでの混色を避け、素早い筆
触による描法を試みた。これら色彩の視覚的効果を表現
しようとした画家たちの作風を印象主義と呼ぶ。印象主
義の名称は、1874年にモネ、ピサロ、アルフレッド・シ
スレー、オーギュスト・ルノワール、エドガー・ドガなど
が、官展に対抗して開いた独自の展覧会に出品された、
モネの印象－日の出に由来している。

k 皇帝ナポレオン一世と
皇后ジョゼフィーヌの戴冠式（部分）
［油彩・キャンヴァス／621×979cm］
1805～07 ルーヴル美術館蔵
ジャック＝ルイ・ダヴィッド［フランス・1748～1825］

r モネ夫人と息子
［油彩・キャンヴァス／50.4×68cm］ 1874
ワシントン・ナショナル・ギャラリー蔵［アメリカ］
オーギュスト・ルノワール［フランス・1841～1919］

P48    ルノワール

t 印象―日の出［油彩・キャンヴァス／48×63cm］
1873頃 マルモッタン美術館蔵［フランス］
クロード・モネ［フランス・1840～1926］
P22・23    モネ

m 民衆を率いる自由の女神
［油彩・キャンヴァス／259×325cm］
1830 ルーヴル美術館蔵
ウジェーヌ・ドラクロワ
［フランス・1798～1863］

q 赤い屋根、冬の効果
［油彩・キャンヴァス／
54.5×65.5cm］
1877 オルセー美術館蔵
カミーユ・ピサロ
［フランス・1830～1903］

l 戦艦テメレール
［油彩・キャンヴァス／91×122cm］ 1839
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵［イギリス］
ウィリアム・ターナー［イギリス・1775～1851］

n 晩鐘
［油彩・キャンヴァス／55.5×66cm］
1857～59 オルセー美術館蔵［フランス］
ジャン＝フランソワ・ミレー［フランス・1814～75］

p 草上の昼食［油彩・キャンヴァス／208×265.5cm］
1862～63 オルセー美術館蔵
エドゥアール・マネ［フランス・1832～83］

P131    マネ

o オルナンの埋葬
［油彩・キャンヴァス／
315×668cm］ 1849～50 
オルセー美術館蔵
ギュスターヴ・クールベ
［フランス・1819～77］

s エトワール
［パステル・モノタイプ／
58.4×42cm］ 1876 
オルセー美術館蔵
エドガー・ドガ
［フランス・1834～1917］
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新古典主義の美術 k

　18世紀後半から19世紀前半、ポンペイ遺跡などの発見
やロココの装飾的な貴族趣味美術の反動から、古代ギリ
シャやローマの古典的美術を範とする安定した構図、端
正な形を理想とした様式が好まれ、ヨーロッパ全土に展
開した。代表的な画家として、フランスのジャック＝ルイ・
ダヴィッドやドミニク・アングルなどが挙げられる。

ロマン主義の美術 l～m

　新古典主義の美術に対し、人間の個性や感情の表出
を、強い色彩や激しい動勢で表現したのがロマン主義で
ある。イギリスの画家ジョン・コンスタブルの外光描写
や、光を色彩で表現しようと試みたウィリアム・ターナー
の表現方法が、フランスのロマン主義の画家たちに影響
を与えた。フランスではテオドール・ジェリコーがロマン
主義の端

たん

緒
しょ

を開き、ウジェーヌ・ドラクロワが劇的なテー
マを豊かな色彩で感情たくましく表した。

バルビゾン派と写実主義 n～o

　19世紀の中頃、パリ郊外の農村バルビゾンに滞在し、
身近な自然や農民を描く画家たちによって、風景画の新
しい動きが展開された。野外の外光で制作したバルビゾ
ン派には、テオドール・ルソーやカミーユ・コロー、ジャ
ン＝フランソワ・ミレーなどがいる。
　新古典主義やロマン主義で取り上げられる想像的な主
題に対して、目に見えるものをありのままに描こうとす
る写実主義の考え方は、バルビゾン派の画家と交流が
あったギュスターヴ・クールベによって明確に打ち出され
た。写実主義の考え方は後の印象主義に続いていく。

印象主義 p～t

　19世紀のフランスでは、若手画家が認められるために
はサロン（官展）への出展が必要であったが、サロンでは
新古典主義の美意識が強く新しい傾向の作品が認められ
にくかったため、落選した若手作家などの不満が高まっ
ていた。1863年、官展の審査に不満を抱いた作家たちの
声により、落選した作品を集めた展覧会がナポレオン3

世によって企画され、エドゥアール・マネ、クロード・モ
ネ、カミーユ・ピサロらの作品が出品された。
　マネは古典を学びながらも写実主義の考え方を取り入
れ、明快な色彩と的確な筆さばきでパリの風俗を描き、
若い画家たちから支持を受けていた。マネを支持する画
家たちは、自分の目で見たままを描くという立場から、
屋外での制作を試みた。彼らは自然の色は光の状態で
刻々と変化することに気付き、自然の明るさを表すため
に純粋な色を使い、パレットでの混色を避け、素早い筆
触による描法を試みた。これら色彩の視覚的効果を表現
しようとした画家たちの作風を印象主義と呼ぶ。印象主
義の名称は、1874年にモネ、ピサロ、アルフレッド・シ
スレー、オーギュスト・ルノワール、エドガー・ドガなど
が、官展に対抗して開いた独自の展覧会に出品された、
モネの印象－日の出に由来している。

k 皇帝ナポレオン一世と
皇后ジョゼフィーヌの戴冠式（部分）
［油彩・キャンヴァス／621×979cm］
1805～07 ルーヴル美術館蔵
ジャック＝ルイ・ダヴィッド［フランス・1748～1825］

r モネ夫人と息子
［油彩・キャンヴァス／50.4×68cm］ 1874
ワシントン・ナショナル・ギャラリー蔵［アメリカ］
オーギュスト・ルノワール［フランス・1841～1919］

P48    ルノワール

t 印象―日の出［油彩・キャンヴァス／48×63cm］
1872 マルモッタン・モネ美術館蔵［フランス］
クロード・モネ［フランス・1840～1926］
P22・23    モネ

m 民衆を率いる自由の女神
［油彩・キャンヴァス／259×325cm］
1830 ルーヴル美術館蔵
ウジェーヌ・ドラクロワ
［フランス・1798～1863］

q 赤い屋根、冬の効果
［油彩・キャンヴァス／
54.5×65.5cm］
1877 オルセー美術館蔵
カミーユ・ピサロ
［フランス・1830～1903］

l 戦艦テメレール
［油彩・キャンヴァス／91×122cm］ 1839
ロンドン・ナショナル・ギャラリー蔵［イギリス］
ウィリアム・ターナー［イギリス・1775～1851］

n 晩鐘
［油彩・キャンヴァス／55.5×66cm］
1857～59 オルセー美術館蔵［フランス］
ジャン＝フランソワ・ミレー［フランス・1814～75］

p 草上の昼食［油彩・キャンヴァス／208×265.5cm］
1862～63 オルセー美術館蔵
エドゥアール・マネ［フランス・1832～83］

P131    マネ

o オルナンの埋葬
［油彩・キャンヴァス／
315×668cm］ 1849～50 
オルセー美術館蔵
ギュスターヴ・クールベ
［フランス・1819～77］

s エトワール
［パステル・モノタイプ／
58.4×42cm］ 1876 
オルセー美術館蔵
エドガー・ドガ
［フランス・1834～1917］
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新印象主義・ポスト印象主義 u～y

　印象主義の、事物の形を光と空気の中に溶け込ませる
感覚的な捉え方に対し、色彩理論を科学的、理論的に追
究し、点描法により光を捉えようとする運動が起こり、
新印象主義と呼ばれた。ジョルジュ・スーラやポール・シ
ニャックらに代表される。
　また、印象主義や新印象主義の外光描写の影響を受け
ながらも、独自の表現を目指す画家たちもいた。ポール・
セザンヌは、静物画、人物画、風景画に独自の様式を工
夫して絵画の新しい秩序と調和のある世界を創造し、後
のキュビスムの先駆的な役割を果たした。フィンセント・
ファン・ゴッホは、自己の内面を反映させたかのような明
快な色調と大胆な筆触で表現した。形を単純化し鮮やか
な色を平塗りして対象を構成する表現を打ち立てたポー
ル・ゴーギャンは、1891年にタヒチ島に渡り、島の現地の
生活を題材に数多くの傑作を残した。また、アンリ・ド・
トゥールーズ＝ロートレックのように、パリの歓楽街に
生きる人々を鋭い観察と巧みな筆遣いで表した画家もい
た。
　セザンヌ、ファン・ゴッホ、ゴーギャンたちをポスト印
象主義と呼ぶが、共通する技法や作風があるわけではな
く、展覧会を開いたグループでもない。

彫刻の展開1 z～|

　19世紀後半から20世紀前半にかけての彫刻は、多様に
展開された美術の運動に影響を受けながらも、絵画の様
式とは異なる新しい表現が展開した。
　オーギュスト・ロダンは理想化した表面的な美しさが求
められたサロンの彫刻に対し、彫刻家の制作の痕跡であ
る鑿

のみ

や指の跡を意図的に残した作品を制作した。ロダン
は、的確な描写力と動勢の感覚で、生命感や精神性を感
じさせる作品を制作し、近現代彫刻の礎

いしずえ

を築いた。ロダ
ンの助手をつとめていたアントワーヌ・ブールデルはやが
てロダンの影響を離れ、力強い構築性に富み、幾何学的
な規律をもった作品を制作した。アリスティド・マイヨー
ルは女性の身体を豊かな量感と静かな調和で表現した。

ジャポニスム　 }

　19世紀後半、浮世絵や屏
びょう

風
ぶ

、漆
うるし

製品など日本美術へ
の興味が高まった。身近な動植物の写実的な描写や、浮
世絵の平面的で単純化された明快な色面、大胆で奇抜な
画面構成などに感化され、作品の中に生かす表現が試み
られた。絵画ではファン・ゴッホやグスタフ・クリムト、
ジェームズ・マクニール・ホイッスラー、ドガら、工芸で
はルネ・ラリックやエミール・ガレらの作品に影響を見る
ことができる。

象徴主義 ~～Ä

　19世紀末から20世紀初頭にかけ、文学、音楽、美術
において自然主義やリアリズムに対し、内面的な観念を
暗示しようと展開された芸術運動である。美術ではゴー
ギャンを中心に集まったグループ（ポン＝タヴェン派）、
ゴーギャンに強い影響を受けた画家たちがパリで結成し

u グランド・ジャット島の
日曜日の午後
［油彩・キャンヴァス／
207.5×308.1cm］ 1884～86
シカゴ美術館蔵［アメリカ］
ジョルジュ・スーラ
［フランス・1859～91］

y ムーラン・ルージュにて
［油彩・キャンヴァス／123×140cm］
1892 シカゴ美術館蔵
アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
［フランス・1864～1901］

P75    ロートレック

z 青銅時代
［ブロンズ／
181×70×66cm］ 1876
国立西洋美術館蔵［東京都］
オーギュスト・ロダン
［フランス・1840～1917］

P59    ロダン

v 女性大水浴図
［油彩・キャンヴァス／210.5×250.8cm］ 1900～06
フィラデルフィア美術館蔵［アメリカ］
ポール・セザンヌ［フランス・1839～1906］

P12    セザンヌ

x タヒチの女たち
［油彩・キャンヴァス／69×91.5cm］
1891 オルセー美術館蔵
ポール・ゴーギャン［フランス・1848～1903］

w 夜のカフェテラス
［油彩・キャンヴァス／81×65.5cm］ 1888
クレラー・ミュラー美術館蔵［オランダ］
フィンセント・ファン・ゴッホ
［オランダ・1853～90］

P8・11・23・36    ファン・ゴッホ

} アデーレ・ブロッホ・バウアーの肖像
［油彩・銀箔・金箔・キャンヴァス／138×138cm］
1907 ノイエ・ガレリエ蔵［アメリカ］
グスタフ・クリムト［オーストリア・1862～1918］

| ヴィーナス
［ブロンズ／
174×55×40cm］ 1918～28 
ひろしま美術館蔵［広島県］
アリスティド・マイヨール
［フランス・1861～1944］

{ 弓をひくヘラクレス
［ブロンズ／250×240×90cm］ 1909
国立西洋美術館蔵
アントワーヌ・ブールデル
［フランス・1861～1929］

P36・75    ジャポニスム
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新印象主義・ポスト印象主義 u～y

　印象主義の、事物の形を光と空気の中に溶け込ませる
感覚的な捉え方に対し、色彩理論を科学的、理論的に追
究し、点描法により光を捉えようとする運動が起こり、
新印象主義と呼ばれた。ジョルジュ・スーラやポール・シ
ニャックらに代表される。
　また、印象主義や新印象主義の外光描写の影響を受け
ながらも、独自の表現を目指す画家たちもいた。ポール・
セザンヌは、静物画、人物画、風景画に独自の様式を工
夫して絵画の新しい秩序と調和のある世界を創造し、後
のキュビスムの先駆的な役割を果たした。フィンセント・
ファン・ゴッホは、自己の内面を反映させたかのような明
快な色調と大胆な筆触で表現した。形を単純化し鮮やか
な色を平塗りして対象を構成する表現を打ち立てたポー
ル・ゴーギャンは、1891年にタヒチ島に渡り、島の原始的
な生活を題材に数多くの傑作を残した。また、アンリ・
ド・トゥールーズ＝ロートレックのように、パリの歓楽街
に生きる人々を鋭い観察と巧みな筆遣いで表した画家も
いた。
　セザンヌ、ファン・ゴッホ、ゴーギャンたちをポスト印
象主義と呼ぶが、共通する技法や作風があるわけではな
く、展覧会を開いたグループでもない。

彫刻の展開1 z～|

　19世紀後半から20世紀前半にかけての彫刻は、多様に
展開された美術の運動に影響を受けながらも、絵画の様
式とは異なる新しい表現が展開した。
　オーギュスト・ロダンは理想化した表面的な美しさが求
められたサロンの彫刻に対し、彫刻家の制作の痕跡であ
る鑿

のみ

や指の跡を意図的に残した作品を制作した。ロダン
は、的確な描写力と動勢の感覚で、生命感や精神性を感
じさせる作品を制作し、近現代彫刻の礎

いしずえ

を築いた。ロダ
ンの助手をつとめていたアントワーヌ・ブールデルはやが
てロダンの影響を離れ、力強い構築性に富み、幾何学的
な規律をもった作品を制作した。アリスティド・マイヨー
ルは女性の身体を豊かな量感と静かな調和で表現した。

ジャポニスム　 }

　19世紀後半、浮世絵や屏
びょう

風
ぶ

、漆
うるし

製品など日本美術へ
の興味が高まった。身近な動植物の写実的な描写や、浮
世絵の平面的で単純化された明快な色面、大胆で奇抜な
画面構成などに感化され、作品の中に生かす表現が試み
られた。絵画ではファン・ゴッホやグスタフ・クリムト、
ジェームズ・マクニール・ホイッスラー、ドガら、工芸で
はルネ・ラリックやエミール・ガレらの作品に影響を見る
ことができる。

象徴主義 ~～Ä

　19世紀末から20世紀初頭にかけ、文学、音楽、美術
において自然主義やリアリズムに対し、内面的な観念を
暗示しようと展開された芸術運動である。美術ではゴー
ギャンを中心に集まったグループ（ポン＝タヴェン派）、
ゴーギャンに強い影響を受けた画家たちがパリで結成し

u グランド・ジャット島の
日曜日の午後
［油彩・キャンヴァス／
207.5×308.1cm］ 1884～86
シカゴ美術館蔵［アメリカ］
ジョルジュ・スーラ
［フランス・1859～91］

y ムーラン・ルージュにて
［油彩・キャンヴァス／123×140cm］
1892 シカゴ美術館蔵
アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
［フランス・1864～1901］

P75    ロートレック

z 青銅時代
［ブロンズ／
181×70×66cm］ 1876
国立西洋美術館蔵［東京都］
オーギュスト・ロダン
［フランス・1840～1917］

P59    ロダン

v 女性大水浴図
［油彩・キャンヴァス／210.5×250.8cm］ 1900～06
フィラデルフィア美術館蔵［アメリカ］
ポール・セザンヌ［フランス・1839～1906］

P12    セザンヌ

x タヒチの女たち
［油彩・キャンヴァス／69×91.5cm］
1891 オルセー美術館蔵
ポール・ゴーギャン［フランス・1848～1903］

w 夜のカフェテラス
［油彩・キャンヴァス／81×65.5cm］ 1888
クレラー・ミュラー美術館蔵［オランダ］
フィンセント・ファン・ゴッホ
［オランダ・1853～90］

P8・11・23・36    ファン・ゴッホ

} アデーレ・ブロッホ・バウアーの肖像
［油彩・銀箔・金箔・キャンヴァス／138×138cm］
1907 ノイエ・ガレリエ蔵［アメリカ］
グスタフ・クリムト［オーストリア・1862～1918］

| ヴィーナス
［ブロンズ／
174×55×40cm］ 1918～28 
ひろしま美術館蔵［広島県］
アリスティド・マイヨール
［フランス・1861～1944］

{ 弓をひくヘラクレス
［ブロンズ／250×240×90cm］ 1909
国立西洋美術館蔵
アントワーヌ・ブールデル
［フランス・1861～1929］

P36・75    ジャポニスム
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日 本
の
美 術  

縄文、弥生、古墳時代の美術 1～5

　日本で、豊かな装飾が行われた造形表現の歴史は、縄
文時代中期につくられた土器まで遡

さかのぼ

れる。中でも新潟県
から出土した火

か

焔
えん

土器は、燃え上がる炎を想起させる力
強い造形が特徴的である。後期には抽象性を感じさせる
土偶が多数つくられている。
　稲作が伝わり、西日本に弥生文化が成立した紀元前4

世紀頃には、実用的な形で装飾も簡素な弥生土器がつく
られた。また、弥生時代には大陸から青銅器や鉄器がも
たらされ、青銅の銅

どう

鐸
たく

がつくられた。銅鐸は祭
さい

祀
し

や儀式
などに使われたと考えられている。
　弥生時代後期には支配者によると思われる大きな墳墓
がつくられ始めた。3世紀中頃以降にはより大規模な古墳
がつくられ、古墳の周辺には人物、動物、家、船などを
象
かたど

る埴
はに

輪
わ

が立て並べられた。

飛
あすか

鳥､ 奈良時代　飛鳥文化の美術 6～9

　538年頃、仏教が朝鮮半島を経て日本に伝来する。聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

や蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

らは国を治める基本に仏教を据え、7世
紀前半、飛鳥の地を中心に寺院や仏像など日本最初の仏
教建築や美術が芽生えた。
　飛鳥、奈良時代の寺院の伽

が

藍
らん

配置は様々であるが、い
ずれも中国や朝鮮の影響を受けている。世界最古の木造
建築である法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

の創建当時の中門、回廊と金堂、五重
塔などの配置もそのひとつである。仏像には、法隆寺の
釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

のように端正で厳しい表情で正面性を重んじ
た北

ほく

魏
ぎ

様式と、広
こう

隆
りゅう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

のように顔
や姿が柔和で丸みがあり、立体感を有した南

なん

梁
りょう

様式があ
る。　絵画では、法隆寺の玉

たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

に描かれた須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

のひとつ、捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

が挙げられる。釈迦の前世物語の
ひとつで、時間的に異なる複数の場面を一画面に表す画
面構成は、のちの絵巻物の先駆けとも言えよう。

奈良時代　白
はく

鳳
ほう

、天
てん

平
ぴょう

文化の美術 :～C

　飛鳥文化に続き、７世紀後半から８世紀初頭の文化を
白鳳文化､ それ以降の奈良時代の文化を天平文化と呼
ぶ。　8世紀に入ると遣唐使の派遣が盛んになり、朝鮮
半島を経由せずに中国大陸の文化の影響を受けるように

1 火
か

焔
えん

土器（重要文化財）
［土／高さ32.5cm］縄文時代中期
長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

3 壺
つぼ

形
がた

土器（重要文化財）［土／高さ32.6cm］
弥生時代後期 東京国立博物館蔵

5 埴
はに

輪
わ

 踊る人々［土／高さ57cm・64.1cm］
6世紀 東京国立博物館蔵

7 釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

（国宝）
［金銅造／中尊の高さ87cm］
623 法隆寺蔵

鞍
くら

作
つくりの

止
と

利
り

［生没年不詳］
8 弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

（国宝）
［漆
しっ

箔
ぱく

・赤
あか

松
まつ

・楠
くす

／高さ123.3cm］
7世紀前半
広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵［京都府］

9 玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

（国宝）
［彩色・木／60×35cm］
7世紀中頃 法隆寺蔵

: 阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

（国宝）
［彩色・乾

かん

漆
しつ

造
づくり

／
像高153.4cm］ 734

興
こう

福
ふく

寺
じ

蔵［奈良県］

A 鑑
がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

（国宝）
［乾漆造／高さ80.1cm］ 8世紀 唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

蔵［奈良県］

2 土偶（重要文化財）［土／高さ36cm］
縄文時代晩期 東京国立博物館蔵　 P56    土偶

4 袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

（国宝）［青銅／高さ39.4cm］
弥生時代中期 神戸市立博物館蔵［兵庫県］

6 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（世界遺産・国宝） 7世紀後半［奈良県］
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日 本
の
美 術  

縄文、弥生、古墳時代の美術 1～5

　日本で、豊かな装飾が行われた造形表現の歴史は、縄
文時代中期につくられた土器まで遡

さかのぼ

れる。中でも新潟県
から出土した火

か

焔
えん

土器は、燃え上がる炎を想起させる力
強い造形が特徴的である。後期には抽象性を感じさせる
土偶が多数つくられている。
　稲作が伝わり、西日本に弥生文化が成立した紀元前4

世紀頃には、実用的な形で装飾も簡素な弥生土器がつく
られた。また、弥生時代には大陸から青銅器や鉄器がも
たらされ、青銅の銅

どう

鐸
たく

がつくられた。銅鐸は祭
さい

祀
し

や儀式
などに使われたと考えられている。
　弥生時代後期には支配者によると思われる大きな墳墓
がつくられ始めた。3世紀中頃以降にはより大規模な古墳
がつくられ、古墳の周辺には人物、動物、家、船などを
象
かたど

る埴
はに

輪
わ

が立て並べられた。

飛
あすか

鳥､ 奈良時代　飛鳥文化の美術 6～9

　538年頃、仏教が朝鮮半島を経て日本に伝来する。聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

や蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

らは国を治める基本に仏教を据え、7世
紀前半、飛鳥の地を中心に寺院や仏像など日本最初の仏
教建築や美術が芽生えた。
　飛鳥、奈良時代の寺院の伽

が

藍
らん

配置は様々であるが、い
ずれも中国や朝鮮の影響を受けている。現存する世界最
古の木造建築である法

ほう

隆
りゅう

寺
じ

の中門、回廊と金堂、五重塔
などの配置もそのひとつである。仏像には、法隆寺の釈

しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

のように端正で厳しい表情で正面性を重んじた
北
ほく

魏
ぎ

様式と、広
こう

隆
りゅう

寺
じ

の弥
み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

のように顔や
姿が柔和で丸みがあり、立体感を有した南

なん

梁
りょう

様式があ
る。　絵画では、法隆寺の玉

たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

に描かれた須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

のひとつ、捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

が挙げられる。釈迦の前世物語の
ひとつで、時間的に異なる複数の場面を一画面に表す画
面構成は、のちの絵巻物の先駆けとも言えよう。

奈良時代　白
はく

鳳
ほう

、天
てん

平
ぴょう

文化の美術 :～C

　飛鳥文化に続き、７世紀後半から８世紀初頭の文化を
白鳳文化､ それ以降の奈良時代の文化を天平文化と呼
ぶ。　8世紀に入ると遣唐使の派遣が盛んになり、朝鮮
半島を経由せずに中国大陸の文化の影響を受けるように

1 火
か

焔
えん

土器（重要文化財）
［土／高さ32.5cm］縄文時代中期
長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

3 壺
つぼ

形
がた

土器（重要文化財）［土／高さ32.6cm］
弥生時代後期 東京国立博物館蔵

5 埴
はに

輪
わ

 踊る人々［土／高さ57cm・64.1cm］
6世紀 東京国立博物館蔵

7 釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

（国宝）
［金銅造／中尊の高さ87cm］
623 法隆寺蔵

鞍
くら

作
つくりの

止
と

利
り

［生没年不詳］
8 弥

み

勒
ろく

菩
ぼ

薩
さつ

半
はん

跏
か

思
し

惟
い

像
ぞう

（国宝）
［漆
しっ

箔
ぱく

・赤
あか

松
まつ

／高さ123.3cm］
7世紀前半
広
こう

隆
りゅう

寺
じ

蔵［京都府］

9 玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

須
しゅ

弥
み

座
ざ

絵
え

捨
しゃ

身
しん

飼
し

虎
こ

図
ず

（国宝）
［彩色・木／60×35cm］
7世紀中頃 法隆寺蔵

: 阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

（国宝）
［彩色・乾

かん

漆
しつ

造
づくり

／
像高153.4cm］ 734

興
こう

福
ふく

寺
じ

蔵［奈良県］

A 鑑
がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

（国宝）
［乾漆造／高さ80.1cm］ 8世紀 唐

とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

蔵［奈良県］

2 土偶（重要文化財）［土／高さ36cm］
縄文時代晩期 東京国立博物館蔵　 P56    土偶

4 袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

（国宝）［青銅／高さ39.4cm］
弥生時代中期 神戸市立博物館蔵［兵庫県］

6 法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

（世界遺産・国宝） 7世紀後半［奈良県］
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安土・桃山時代　桃山文化の美術 T～d

　戦乱の世が統一に進む過程で、富と権力を得た戦国大
名などのもと、新たに大規模な建築や創造的な美術作品
の制作が盛んになった。白

しら

鷺
さぎ

城
じょう

の別名をもつ優美な外観
の姫

ひめ

路
じ

城
じょう

など、姿の美しい城が建築された。二
に

条
じょう

城
じょう

二の
丸御殿大広間などは、大画面の障

しょう

壁
へき

画が描かれた豪華な
書院造である。
　また、絢

けん

爛
らん

豪華で力強く、創意に富んだ桃山美術の特
色は、金地の上に巨木が力強く表された檜

ひのき

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などの
大画面の絵画、秋

あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
たん

笥
す

のような調度類などに
もよく表れている。
　富を得た町衆たちも、桃山時代の文化を支えた。堺

さかい

の
千
せんの

利
り

休
きゅう

は､ 戦国時代から武将や豪商の社交として流行し
ていた茶の湯の諸形式を確立し、この頃に茶道として大
成させた。利休が完成し広めた侘

わび

茶
ちゃ

では、飾り気のない
茶
ちゃ

碗
わん

が喜ばれ、楽
らく

焼
やき

や志
し

野
の

焼
やき

などの新しい陶器が焼かれ
た。茶室は簡素でひっそりとした佇

たたず

まいのものがつくら
れた。利休の設計とされる待

たい

庵
あん

は、茶席が二畳という狭
小な空間ではあるが、竹材や藁

わら

、窓の配置や意匠の隅々
まで、質素で野生味を感じさせる心配りが行き届いてい
る。
　この時代の代表的な絵師には、狩

か

野
のう

派
は

の狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

、山
さん

楽
らく

、長谷川派を形成した長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

が挙げられる。等伯
は金

きん

碧
ぺき

障
しょう

壁
へき

画
が

や水墨画を数多く手がけ、特に水墨画では
独自の画風を打ち立てた。松

しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

は、和風水墨画の
傑作と賞されている。また、この頃はスペインやポルト
ガル（南蛮）との交易が盛んになり、南蛮船の入港や交易
の情景を描いた南蛮屏風や、油絵の技法をまねて描く初
期洋風画など、いわゆる南蛮美術が流行した。

江戸時代の美術 e～r

　江戸時代に入ると、封建社会の仕組みが確立され、商
工業も発展した。武家や公家、僧侶や有力町人などの富
裕層だけではなく、一般的な町人や商人も経済力をも
ち、美術文化も多くの民衆の生活の中へと広がった。特
に京都や大阪などの上方と江戸の町人たちからは新しい
文化が生まれた。政治や治安が安定し鎖国体制が確立す
ると、日本独自の美術文化が発展した。
　江戸時代の絵画の大きな特色に、琳

りん

派
ぱ

と浮世絵が興
おこ

っ
たことが挙げられる。
　17世紀前半、京都の俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

が、大和絵や中国画に学
びおおらかで装飾性豊かな様式を生み出した。風神雷神
図屏風のように、金地を広やかな空間に見立て、機知に
富んだ大胆な構図と華麗な色彩、動きのある画面が特色
である。宗達から約100年の後、京都の尾

お

形
がた

光
こう

琳
りん

は宗達
の画風に強い影響を受け、宗達の様式に自己の造形感覚
と厳しさを加え、燕

か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

や紅
こう

白
はく

梅
ばい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

など洗練
された作品を描いた。さらに光琳の約100年後､ 江戸の
酒
さか

井
い

抱
ほう

一
いつ

は光琳を研究した上に繊細で写生的な感覚を盛
り込み、夏

なつ

秋
あき

草
くさ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などを描いた。この3人に代表さ
れる装飾的な様式の流派を琳派と呼んでいる。
　17世紀後期、江戸では菱

ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が遊里や芝居町を題材
にした浮世絵を始め、人気を博した。18世紀には、多色
刷り木版画の技法や出版業の発達により、一枚刷りの浮

b 秋
あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
だん

笥
す

（重要文化財）
［蒔絵／38×31.5×22cm］ 16世紀 高

こう

台
だい

寺
じ

蔵［京都府］

d 松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（国宝・右隻）
［紙本墨画・六曲一双／
各156.8×356cm］
16世紀 東京国立博物館蔵

長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

［1539～1610］

f 燕
か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

 （国宝・右隻）
［紙本金地着色・六曲一双／
各150.9×338.8cm］
18世紀 根

ね

津
づ

美術館蔵［東京都］

尾
お

形
がた

光
こう

琳
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安土・桃山時代　桃山文化の美術 T～d

　戦乱の世が統一に進む過程で、富と権力を得た戦国大
名などのもと、新たに大規模な建築や独創的な美術作品
の制作が盛んになった。白

しら

鷺
さぎ

城
じょう

の別名をもつ優美な外観
の姫

ひめ

路
じ

城
じょう

など、姿の美しい城が建築された。二
に

条
じょう

城
じょう

二の
丸御殿大広間などは、大画面の障

しょう

壁
へき

画が描かれた豪華な
書院造である。
　また、絢

けん

爛
らん

豪華で力強く、創意に富んだ桃山美術の特
色は、金地の上に巨木が力強く表された檜

ひのき

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などの
大画面の絵画、秋

あき
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くさ

蒔
まき
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え
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書
しょ

箪
たん

笥
す

のような調度類などに
もよく表れている。
　富を得た町衆たちも、桃山時代の文化を支えた。堺

さかい

の
千
せんの

利
り

休
きゅう

は､ 戦国時代から武将や豪商の社交として流行し
ていた茶の湯の諸形式を確立し、この頃に茶道として大
成させた。利休が完成し広めた侘

わび

茶
ちゃ

では、飾り気のない
茶
ちゃ

碗
わん

が喜ばれ、楽
らく

焼
やき

や志
し

野
の

焼
やき

などの新しい陶器が生まれ
た。茶室は簡素でひっそりとした佇

たたず

まいのものがつくら
れた。利休の設計とされる待

たい

庵
あん

は、茶席が二畳という狭
小な空間ではあるが、竹材や藁

わら

、窓の配置や意匠の隅々
まで、質素で野生味を感じさせる心配りが行き届いてい
る。
　この時代の代表的な絵師には、狩

か

野
のう

派
は

の狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

、山
さん

楽
らく

、長谷川派を形成した長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

が挙げられる。等伯
は金

きん

碧
ぺき

障
しょう

壁
へき

画
が

や水墨画を数多く手がけ、特に水墨画では
独自の画風を打ち立てた。松

しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

は、和風水墨画の
傑作と賞されている。また、この頃はスペインやポルト
ガル（南蛮）との交易が盛んになり、南蛮船の入港や交易
の情景を描いた南蛮屏風や、油絵の技法をまねて描く初
期洋風画など、いわゆる南蛮美術が流行した。

江戸時代の美術 e～r

　江戸時代に入ると、封建社会の仕組みが確立され、商
工業も発展した。武家や公家、僧侶や有力町人などの富
裕層だけではなく、一般的な町人や商人も経済力をも
ち、美術文化も多くの民衆の生活の中へと広がった。特
に京都や大阪などの上方と江戸の町人たちからは新しい
文化が生まれた。政治や治安が安定し鎖国体制が確立す
ると、日本独自の美術文化が発展した。
　江戸時代の絵画の大きな特色に、琳

りん

派
ぱ

と浮世絵が興
おこ

っ
たことが挙げられる。
　17世紀前半、京都の俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

が、大和絵や中国画に学
びおおらかで装飾性豊かな様式を生み出した。風神雷神
図屏風のように、金地を広やかな空間に見立て、機知に
富んだ大胆な構図と華麗な色彩、動きのある画面が特色
である。宗達から約100年の後、京都の尾

お

形
がた

光
こう

琳
りん

は宗達
の画風に強い影響を受け、宗達の様式に自己の造形感覚
と厳しさを加え、燕
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図
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などを描いた。この3人に代表さ
れる装飾的な様式の流派を琳派と呼んでいる。
　17世紀後期、江戸では菱

ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が遊里や芝居町を題材
にした浮世絵を始め、人気を博した。18世紀には、多色
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e 風神雷神図屏風（国宝）
［紙本金地着色・二曲一双／
各154.5×169.8cm］
17世紀 建

けん

仁
にん

寺
じ

蔵［京都府］
京都国立博物館寄託

俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

［生没年不詳］

c 待
たい

庵
あん

（国宝）
16世紀後半 妙

みょう

喜
き

庵
あん

［京都府］

千
せんの

利
り

休
きゅう

［1522～91］
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安土・桃山時代　桃山文化の美術 T～d

　戦乱の世が統一に進む過程で、富と権力を得た戦国大
名などのもと、新たに大規模な建築や独創的な美術作品
の制作が盛んになった。白

しら

鷺
さぎ

城
じょう

の別名をもつ優美な外観
の姫

ひめ

路
じ

城
じょう

など、姿の美しい城が建築された。二
に

条
じょう

城
じょう

二の
丸御殿大広間などは、大画面の障

しょう

壁
へき

画が描かれた豪華な
書院造である。
　また、絢

けん

爛
らん

豪華で力強く、創意に富んだ桃山美術の特
色は、金地の上に巨木が力強く表された檜

ひのき

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などの
大画面の絵画、秋

あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
たん

笥
す

のような調度類などに
もよく表れている。
　富を得た町衆たちも、桃山時代の文化を支えた。堺

さかい

の
千
せんの

利
り

休
きゅう

は､ 戦国時代から武将や豪商の社交として流行し
ていた茶の湯の諸形式を確立し、この頃に茶道として大
成させた。利休が完成し広めた侘

わび

茶
ちゃ

では、飾り気のない
茶
ちゃ

碗
わん

が喜ばれ、楽
らく

焼
やき

や志
し

野
の

焼
やき

などの新しい陶器が生まれ
た。茶室は簡素でひっそりとした佇

たたず

まいのものがつくら
れた。利休の設計とされる待

たい

庵
あん

は、茶席が二畳という狭
小な空間ではあるが、竹材や藁

わら

、窓の配置や意匠の隅々
まで、質素で野生味を感じさせる心配りが行き届いてい
る。
　この時代の代表的な絵師には、狩

か

野
のう

派
は

の狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

、山
さん

楽
らく

、長谷川派を形成した長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

が挙げられる。等伯
は金

きん

碧
ぺき

障
しょう

壁
へき

画
が

や水墨画を数多く手がけ、特に水墨画では
独自の画風を打ち立てた。松

しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

は、和風水墨画の
傑作と賞されている。また、この頃はスペインやポルト
ガル（南蛮）との交易が盛んになり、南蛮船の入港や交易
の情景を描いた南蛮屏風や、油絵の技法をまねて描く初
期洋風画など、いわゆる南蛮美術が流行した。

江戸時代の美術 e～r

　江戸時代に入ると、封建社会の仕組みが確立され、商
工業も発展した。武家や公家、僧侶や有力町人などの富
裕層だけではなく、一般的な町人や商人も経済力をも
ち、美術文化も多くの民衆の生活の中へと広がった。特
に京都や大阪などの上方と江戸の町人たちからは新しい
文化が生まれた。政治や治安が安定し鎖国体制が確立す
ると、日本独自の美術文化が発展した。
　江戸時代の絵画の大きな特色に、琳

りん

派
ぱ

と浮世絵が興
おこ

っ
たことが挙げられる。
　17世紀前半、京都の俵

たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

が、大和絵や中国画に学
びおおらかで装飾性豊かな様式を生み出した。風神雷神
図屏風のように、金地を広やかな空間に見立て、機知に
富んだ大胆な構図と華麗な色彩、動きのある画面が特色
である。宗達から約100年の後、京都の尾

お

形
がた

光
こう

琳
りん

は宗達
の画風に強い影響を受け、宗達の様式に自己の造形感覚
と厳しさを加え、燕

か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

や紅
こう

白
はく

梅
ばい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

など洗練
された作品を描いた。さらに光琳の約100年後､ 江戸の
酒
さか

井
い

抱
ほう

一
いつ

は光琳を研究した上に繊細で写生的な感覚を盛
り込み、夏

なつ

秋
あき

草
くさ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

などを描いた。この3人に代表さ
れる装飾的な様式の流派を琳派と呼んでいる。
　17世紀後期、江戸では菱

ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

が遊里や芝居町を題材
にした浮世絵を始め、人気を博した。18世紀には、多色
刷り木版画の技法や出版業の発達により、一枚刷りの浮

b 秋
あき

草
くさ

蒔
まき

絵
え

歌
か

書
しょ

箪
だん

笥
す

（重要文化財）
［蒔絵／38×31.5×22cm］ 16世紀 高

こう

台
だい

寺
じ

蔵［京都府］

d 松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（国宝・右隻）
［紙本墨画・六曲一双／
各156.8×356cm］
16世紀 東京国立博物館蔵

長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

［1539～1610］

f 燕
か き つ ば た

子花図
ず

屏
びょう

風
ぶ

 （国宝・右隻）
［紙本金地着色・六曲一双／
各150.9×338.8cm］
18世紀 根

ね

津
づ

美術館蔵［東京都］

尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

［1658～1716］

P28    光琳

g 吉原の躰
てい

［単色木版・紙（墨
すみ

摺
ずり

絵
え

）／23×36cm］
17世紀 東京国立博物館蔵

菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

［1618～94］

P33    師宣

j 鷹
たか

見
み

泉
せん

石
せき

像
ぞう

（国宝）［絹本着色／
115.1×57.1cm］ 1837 東京国立博物館蔵

渡
わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

［1793～1841］

k 鳶
とび

鴉
からす

図
ず

（重要文化財）
［紙本墨画淡彩／二幅 各133.5×54.4cm］
1778～83頃 北村美術館蔵［京都府］

与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

［1716～83］

h 三
さん

代
だい

目
め

大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の
江
え

戸
ど

兵
べ

衛
え

（重要文化財）
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／
36.8×23.6cm］ 1794
東京国立博物館蔵

東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

（生没年不詳）

P32・34    写楽

i 婦
ふ

女
じょ

人
にん

相
そう

十
じゅっ

品
ぴん

ビードロ吹き
［多版多色木版・紙（大判錦絵）／
38.1×24.4cm］ 1792～93頃
東京国立博物館蔵

喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

［1753頃～1806］

P34・37    歌麿

e 風神雷神図屏風（国宝）
［紙本金地着色・二曲一双／
各154.5×169.8cm］
17世紀 建

けん

仁
にん

寺
じ

蔵［京都府］
京都国立博物館寄託

俵
たわら

屋
や

宗
そう

達
たつ

［生没年不詳］

c 待
たい

庵
あん

（国宝）
16世紀後半 妙

みょう

喜
き

庵
あん

［京都府］

千
せんの

利
り

休
きゅう

［1522～91］
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なった。仏像は、豊かな表情や伸びやかで変化のある体
たい

躯
く

のものが多くつくられた。阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

や日本最古の肖像
彫刻とされる鑑

がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

などは、いずれも気品ある美
しさを備えた写実的な表現で、ともに大陸から伝えられ
た乾漆技法でつくられている。
　白鳳時代に描かれた絵画では阿

あ

弥
み

陀
だ

浄
じょう

土
ど

図
ず

　観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の表情や描き方に、インドのアジャンターの壁画との
共通性が認められる。
　建築は、前時代の重厚さに比べ、優美で均整のとれた
ものになった。雄大さを求めた天平時代の気風は、唐招
提寺金堂のおおらかで、堂々とした姿にも表れている。

平安時代　密教の美術 D～F

　奈良時代末期の784年、桓
かん

武
む

天皇は政治的、宗教的な
理由などにより長岡京への遷都を行い、さらに794年に
は平安京を造営して再度遷都する。平安時代初期には旧
来の仏教にかわり、最

さい

澄
ちょう

や空
くう

海
かい

らによって、唐から新し
く伝えられた密教が栄えた。
　密教寺院では災厄を避け現世の幸福を求めたり、呪法
伝授により真理を会得したりするために加

か

持
じ

祈
き

祷
とう

が重視
され、密教の世界観を図で表した曼

まん

荼
だ

羅
ら

が用いられた。
胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼荼羅はそのひとつで、大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

の智
ち

恵
え

や慈悲を
図式化したものである。智

ち

徳
とく

を表す金
こん

剛
ごう

界
かい

曼荼羅と対を
なし、合わせて両界曼荼羅と言い、日本密教の根本理念
を表している。この時代の彫刻は、頭部から足先までを
1本の木から彫り出す一

いち

木
ぼく

造
づくり

が主となる。理想美や写実
性など天平彫刻に見られた整った表現は影を潜め、密教
の影響を受け、やや暗く神秘的な表情で誇張された表現
のものが多い。如

にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

は木彫に乾漆が併用され
､ 表情や全身の彩色などに密教の影響が強く見られる。
また、薬

やく

師
し

如来像が見せる衣の波のような表現は翻
ほん

波
ぱ

式
しき

と呼ばれている。

平安時代　国風文化の美術 G～I

　9世紀末に唐が衰え、894年には遣唐使が停止された。
その後、影響を受けてきた大陸文化を踏まえつつ､ 穏や
かな自然や風土に根ざした日本的な文化が生まれてゆ
く。10世紀以降は藤

ふじ

原
わら

氏を頂点とする貴族が新しい文化
の担

にな

い手となり、かな文字の発達による女性文学の誕
生、寝

しんでんづくり

殿造による住居の建築など、情趣豊かな文化（国風
文化）が生み出された。
　貴族は現世の華やかな生活を享受する反面、天災や厄
病、戦乱など、仏教に説かれている末法到来の不安にお
びえ、極楽浄土の信仰に救いを求めた。藤原氏が建

こん

立
りゅう

し
た平

びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

は極楽浄土を表した阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

で、池に臨
んだ左右対称の翼

よく

廊
ろう

をもつ建築は優美である。
　仏像彫刻は一木造にかわり、頭部、胴部、両腕や膝前
など複数部分に分けて別木でつくる寄

よせ

木
ぎ

造
づくり

の技法が主と
なった。絵画では中国的な主題を扱った唐

から

絵
え

に対して、
日本の自然や風俗、故事などを題材にしたやまと絵が
誕生し描かれた。12世紀には源

げん

氏
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

や伴
ばん

大
だい

納
な

言
ごん

絵
え

巻
まき

、信
し

貴
ぎ

山
さん

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

、鳥
ちょう

獣
じゅう

人
じん

物
ぶつ

戯
ぎ

画
が

巻
かん

や地
じ

獄
ごく

草
ぞう

紙
し

など、
宮廷の物語や寺社の起こり、浄土教の教えなどを描いた
絵巻物が盛んにつくられた。

B 阿
あ

弥
み

陀
だ

浄
じょう

土
ど

図
ず

 観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

（部分）
［313×260cm］ 7世紀後半 1949焼失 法隆寺蔵

D 胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

（国宝）
［絹本着色／183.6×164.2cm］ 900頃
教
きょう

王
おう

護
ご

国
こく

寺
じ

蔵［京都府］

F 薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

像
ぞう

（国宝）
［木造／高さ170cm］ 793頃
神
じん

護
ご

寺
じ

蔵［京都府］ H 源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

 宿
やどり

木
ぎ

三
さん

（部分）（国宝）
［紙本着色／縦21.5cm］ 12世紀前半

徳川美術館蔵［愛知県］伝藤
ふじ

原
わら

隆
たか

能
よし

［生没年不詳］

P29～31・43    絵巻

E 如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

（国宝） ［乾漆・木造／
像高109.4cm］ 840～850頃 観

かん

心
しん

寺
じ

蔵［大阪府］

C 唐招提寺金堂（世界遺産・国宝） ［平面28×14.65m］ 8世紀後半

G 平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

（世界遺産・国宝）
［中堂平面14.24×11.82m］ 1053［京都府］

I 片
かた

輪
わ

車
ぐるま

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

手
て

箱
ばこ

（国宝）
［蒔絵／13×22.5×30.5cm］
12世紀前半
東京国立博物館蔵

J 平
へい

治
じ

物
もの

語
がたり

絵
え

巻
まき

 三
さん

条
じょう

殿
どの

夜
よ

討
うちの

巻
まき

（部分）
［紙本着色／縦41.3cm］ 13世紀後半

ボストン美術館蔵［アメリカ］ P29～31・43    絵巻

K 金
かね

沢
さわ

貞
さだ

顕
あき

像
ぞう

（国宝）
［絹本着色／74.5×46.4cm］ 13世紀後半～
14世紀前半 称

しょう

名
みょう

寺
じ

蔵［神奈川県］
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なった。仏像は、豊かな表情や伸びやかで変化のある体
たい

躯
く

のものが多くつくられた。阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

や日本最古の肖像
彫刻とされる鑑

がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

などは、いずれも気品ある美
しさを備えた写実的な表現で、ともに大陸から伝えられ
た乾漆技法でつくられている。
　白鳳文化で描かれた絵画では阿

あ

弥
み

陀
だ

浄
じょう

土
ど

図
ず

　観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の表情や描き方に、インドのアジャンターの壁画との
共通性が認められる。
　建築は、前時代の重厚さに比べ、優美で均整のとれた
ものになった。雄大さを求めた天平文化の気風は、唐招
提寺金堂のおおらかで、堂々とした姿にも表れている。

平安時代　密教の美術 D～F

　奈良時代末期の784年、桓
かん

武
む

天皇は政治的、宗教的な
理由などにより長岡京への遷都を行い、さらに794年に
は平安京を造営して再度遷都する。平安時代初期には旧
来の仏教にかわり、最

さい

澄
ちょう

や空
くう

海
かい

らによって、唐から新し
く伝えられた密教が栄えた。
　密教寺院では災厄を避け現世の幸福を求めたり、呪法
伝授により真理を会得したりするために加

か

持
じ

祈
き

祷
とう

が重視
され、密教の世界観を図で表した曼

まん

荼
だ

羅
ら

が用いられた。
胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼荼羅はそのひとつで、大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

の智
ち

恵
え

や慈悲を
図式化したものである。智

ち

徳
とく

を表す金
こん

剛
ごう

界
かい

曼荼羅と対を
なし、合わせて両界曼荼羅と言い、日本密教の根本理念
を表している。この時代の彫刻は、頭部から足先までを
1本の木から彫り出す一

いち

木
ぼく

造
づくり

が主となる。理想美や写実
性など天平彫刻に見られた整った表現は影を潜め、密教
の影響を受け、やや暗く神秘的な表情で誇張された表現
のものが多い。如

にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

は木彫に乾漆が併用され
､ 表情や全身の彩色などに密教の影響が強く見られる。
また、薬

やく

師
し

如来像が見せる衣の波のような表現は翻
ほん

波
ぱ

式
しき

と呼ばれている。

平安時代　国風文化の美術 G～I

　9世紀末に唐が衰え、894年には遣唐使が停止された。
その後、影響を受けてきた大陸文化を踏まえつつ､ 穏や
かな自然や風土に根ざした日本的な文化が生まれてゆ
く。10世紀以降は藤

ふじ

原
わら

氏を頂点とする貴族が新しい文化
の担

にな

い手となり、かな文字の発達による女性文学の誕
生、寝

しんでんづくり

殿造による住居の建築など、情趣豊かな文化（国風
文化）が生み出された。
　貴族は現世の華やかな生活を享受する反面、天災や厄
病、戦乱など、仏教に説かれている末法到来の不安にお
びえ、極楽浄土の信仰に救いを求めた。藤原氏が建

こん

立
りゅう

し
た平

びょう

等
どう

院
いん
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ほう

凰
おう

堂
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あ
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陀
だ

堂
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で、池に臨
んだ左右対称の翼

よく

廊
ろう

をもつ建築は優美である。
　仏像彫刻は一木造にかわり、頭部、胴部、両腕や膝前
など複数部分に分けて別木でつくる寄

よせ

木
ぎ

造
づくり

の技法が主と
なった。絵画では中国的な主題を扱った唐

から
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え

に対して、
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など、宮
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なった。仏像は、豊かな表情や伸びやかで変化のある体
たい

躯
く

のものが多くつくられた。阿
あ
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彫刻とされる鑑
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像
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などは、いずれも気品ある美
しさを備えた写実的な表現で、ともに大陸から伝えられ
た乾漆技法でつくられている。
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共通性が認められる。
　建築は、前時代の重厚さに比べ、優美で均整のとれた
ものになった。雄大さを求めた天平時代の気風は、唐招
提寺金堂のおおらかで、堂々とした姿にも表れている。
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理由などにより長岡京への遷都を行い、さらに794年に
は平安京を造営して再度遷都する。平安時代初期には旧
来の仏教にかわり、最
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らによって、唐から新し
く伝えられた密教が栄えた。
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の影響を受け、やや暗く神秘的な表情で誇張された表現
のものが多い。如
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なった。仏像は、豊かな表情や伸びやかで変化のある体
たい

躯
く

のものが多くつくられた。阿
あ

修
しゅ

羅
ら

像
ぞう

や日本最古の肖像
彫刻とされる鑑

がん

真
じん

和
わ

上
じょう

坐
ざ

像
ぞう

などは、いずれも気品ある美
しさを備えた写実的な表現で、ともに大陸から伝えられ
た乾漆技法でつくられている。
　白鳳時代に描かれた絵画では阿

あ

弥
み

陀
だ

浄
じょう

土
ど

図
ず

　観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の表情や描き方に、インドのアジャンターの壁画との
共通性が認められる。
　建築は、前時代の重厚さに比べ、優美で均整のとれた
ものになった。雄大さを求めた天平時代の気風は、唐招
提寺金堂のおおらかで、堂々とした姿にも表れている。

平安時代　密教の美術 D～F

　奈良時代末期の784年、桓
かん

武
む

天皇は政治的、宗教的な
理由などにより長岡京への遷都を行い、さらに794年に
は平安京を造営して再度遷都する。平安時代初期には旧
来の仏教にかわり、最

さい

澄
ちょう

や空
くう

海
かい

らによって、唐から新し
く伝えられた密教が栄えた。
　密教寺院では災厄を避け現世の幸福を求めたり、呪法
伝授により真理を会得したりするために加

か

持
じ

祈
き

祷
とう

が重視
され、密教の世界観を図で表した曼

まん

荼
だ

羅
ら

が用いられた。
胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼荼羅はそのひとつで、大
だい

日
にち

如
にょ

来
らい

の智
ち

恵
え

や慈悲を
図式化したものである。智

ち

徳
とく

を表す金
こん

剛
ごう

界
かい

曼荼羅と対を
なし、合わせて両界曼荼羅と言い、日本密教の根本理念
を表している。この時代の彫刻は、頭部から足先までを
1本の木から彫り出す一

いち

木
ぼく

造
づくり

が主となる。理想美や写実
性など天平彫刻に見られた整った表現は影を潜め、密教
の影響を受け、やや暗く神秘的な表情で誇張された表現
のものが多い。如

にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

は木彫に乾漆が併用され
､ 表情や全身の彩色などに密教の影響が強く見られる。
また、薬

やく

師
し

如来像が見せる衣の波のような表現は翻
ほん

波
ぱ

式
しき

と呼ばれている。

平安時代　国風文化の美術 G～I

　9世紀末に唐が衰え、894年には遣唐使が停止された。
その後、影響を受けてきた大陸文化を踏まえつつ､ 穏や
かな自然や風土に根ざした日本的な文化が生まれてゆ
く。10世紀以降は藤

ふじ

原
わら

氏を頂点とする貴族が新しい文化
の担

にな

い手となり、かな文字の発達による女性文学の誕
生、寝

しんでんづくり

殿造による住居の建築など、情趣豊かな文化（国風
文化）が生み出された。
　貴族は現世の華やかな生活を享受する反面、天災や厄
病、戦乱など、仏教に説かれている末法到来の不安にお
びえ、極楽浄土の信仰に救いを求めた。藤原氏が建

こん

立
りゅう

し
た平

びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

は極楽浄土を表した阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

で、池に臨
んだ左右対称の翼

よく

廊
ろう

をもつ建築は優美である。
　仏像彫刻は一木造にかわり、頭部、胴部、両腕や膝前
など複数部分に分けて別木でつくる寄

よせ

木
ぎ

造
づくり

の技法が主と
なった。絵画では中国的な主題を扱った唐

から

絵
え

に対して、
日本の自然や風俗、故事などを題材にしたやまと絵が
誕生し描かれた。12世紀には源
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ぎ
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じ

獄
ごく

草
ぞう

紙
し

など、
宮廷の物語や寺社の起こり、浄土教の教えなどを描いた
絵巻物が盛んにつくられた。
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日本で多く用いられる文字には和文と欧文があり、それぞれに多彩な書体が存在する。
身の回りの文字を見てみよう。用途に応じて様々な書体が使い分けられている。
書体の特徴や違いを知り、自分の意図に沿って書体を選び、使いこなせるようになろう。

「永」の字には「側」（てん）、「趯」（はね）
など、筆で書く書の基本の形が8種
類含まれている。これらの基本の形
が明朝体やゴシック体にどのように
継承されているか見てみよう。

大文字の高さはキャップラ
インでそろえられ、小文字
の上下の長さはエックスラ
イン、デセンダーライン、
アセンダーラインによって
決められる。

多くの和文書体は正方形の中
でデザインされているが、そ
れらを枠いっぱいに書いて並
べると大きさがバラバラにな
るため、大きさを調整する。

日本タイポグラフィ展
［103×72.8cm］ 1959

原
はら

 弘
ひろむ

［長野県・1903～86］
書体の部分を組み合わせて構成したポス
ターである。特定の文字にはなっていな
いが、一目で日本語の文字をイメージで
きるデザインになっている。

和文書体
よく使われる和文書体には明朝体、ゴ
シック体がある。明朝体は読みやすい
（可読性が高い）書体で、縦線が太く横
線が細く、文字の端には楔

くさび

形の鱗
うろこ

が付
いている。ゴシック体は縦横の線がほ
ぼ同じ太さで構成されており、文字と
して認識しやすい（視認性が高い）のが
特徴である。

欧文書体
よく使われる欧文書体にはローマン体と
サンセリフ体がある。ローマン体は石に
刻まれたり、ペンで書かれたりした痕

こん

跡
せき

が残っていて、これをセリフと呼ぶ。線
の太さは細い部分と太い部分がある。サ
ンセリフ体は「セリフがない」という意味
で、文字にセリフがなく、線の太さが均
一な書体である。

和文書体の基本

スペーシング

大きさのバランス

見た目のバランスがよくなるように文字
の間の距離を調節する。

枠にはめて並べると、
隙間が不ぞろいに見える。

等間隔にしても、
字間にはばらつきを感じる。

字間を詰める。前後の文字の
形から、字間のスペースを見て
バランスを取る。

大きさのバランス

明朝体

側
そ く

啄
た く勒

ろ く

策
さ く

掠
りゃく

趯
て き

磔
た く

弩
ど

ゴシック体

上げる

下げる 下げる

出す

出す出す

内側に 内側に

細明朝体

いろは イロハ 文化祭
太明朝体

いろは イロハ 文化祭
細ゴシック体

いろは イロハ 文化祭
太ゴシック体

いろは イロハ 文化祭

ローマン体（ライト）

ABCDE  abcde 12345
ローマン体（ボールド）

ABCDE  abcde  12345
サンセリフ体（ライト）

ABCDE abcde 12345
サンセリフ体（ボールド）

ABCDE abcde 12345

「結婚」オスカー・シュレンマー、
イゴール・ストラヴィンスキー
［127.8×90.2cm］ 1988

ブルーノ・モングッツィ［スイス・1941～］
バレエの舞台美術展覧会の告知ポス
ター。様々な欧文書体を組み合わせ、
色彩や文字の大小、比率などに変化を
付けて美しく構成している。

アセンダーライン

キャップライン

セリフ

アセンダーキャップハイト

デセンダー

エックスハイト

ベースライン

デセンダーライン

エックスライン

大まかな形態を○や△な
どと捉えたときに、ライ
ンに接する部分の面積が
小さい場合は、ラインに
そろえて書くと小さく見え
る。ラインに接する部分
から少し出して調節する。

P74    文字の工夫とポスター

文字の基本
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映画の誕生 :～E

　別々に進化していたアニメーション装置と写真技術
は、連続写真を撮影する装置の確立により融合し、実写
映像による映画が誕生する。エドワード・マイブリッジ
は1878年、「走っている馬の脚がすべて地面から離れる
瞬間があるか」という問いを証明するために、複数のカ
メラを用いて連続写真を撮る方法を考案した。
　ロール状のフィルムに1台のカメラで連続写真を記録
する技術が開発されると、1891年にトーマス・エジソン
は一人用の映像鑑賞装置キネトスコープを発明した。そ
の後、リュミエール兄弟が1895年に多人数で鑑賞でき
る上映型の映像鑑賞装置シネマトグラフを開発する。弟
のルイ・リュミエールが工場から出てくる社員を撮影し
た「工場の出口」は世界初の実写映画と言われている。

テレビ放送とマスメディア

　写真の誕生とほぼ同時期に、サミュエル・フィンレイ・
ブリース・モールスによる信号の伝送実験が行われてい
た。これは画像を細分化して送受信するFAXの研究につ
ながる。アレキサンダー・グラハム・ベルは音声の送受信
を、ハインリッヒ・ルドルフ・ヘルツは電波の送受信を可
能とした。これら情報の送受信の確立にカール・フェル
ディナンド・ブラウンが開発したブラウン管など、様々
な技術を統合して、テレビ放送が実現された。新聞・出
版・放送はマスメディアと呼ばれ、世論の形成に大きな影
響を与える存在となる。1970年代後半からは、ビデオ映
像を個人で記録、再生できる機器が普及していった。
　現在のマスメディアでは、インターネット上のウェブ
サイトが大きな影響力をもつにいたっている。

コンピュータの発達と映像メディア F

　1960年代よりコンピュータの計算処理能力を利用し
たコンピュータ・グラフィックス（以下：CG）が作成され
るようになった。CGやインターネットは、軍事目的に開
発されたものだが、徐々にエンターテインメントや美術
表現にも利用されるようになっていった。現代ではコン
ピュータを画材のひとつのように扱うアーティストは少
なくない。合成写真の類はかねてから存在するが、CG技
術の発達により、写真や実写映像による事実の伝達に対
する信頼性は大きく失われた。 

アニメーション映画 G～H

　ストーリーや心理描写に重きをおく日本のアニメー
ションは海外でも評価が高く、Animeと言えば日本のアニ
メーション映画を指す言葉になっている。日本では短編
のアートアニメーションも盛んである。

発表と鑑賞方法の変化 

　現在ではスマートフォンなどで写真や動画を撮影し、
即座にインターネットの情報共有サイトなどに公開し、
知人や世間からの反応が得られる。今や、情報は双方向
に流れるものとなっているのである。人の目を引く新し
い作品が公開され続けているが、著作権に配慮しつつ、
いかに質の高い作品を残せるかが課題となるだろう。

B キネトスコープ

E リュミエール兄弟
左：オーギュスト（兄）
［フランス・1862～1954］
右：ルイ（弟）
［フランス・1864～1948］

C シネマトグラフ

G AKIRA
［カラー／124分］ 1988

大
おお

友
とも

克
かつ

洋
ひろ

［宮城県・1954～］

H 頭
あたま

山
やま

［カラー／10分］ 2002 

山
やま

村
むら

浩
こう

二
じ

［愛知県・1964～］

D 工場の出口［白黒／46秒］ 1895

ルイ・リュミエール

F CGの先駆者、アイバン・サザランド
［アメリカ・1938～］が自身の開発し
たグラフィック・ユーザー・インター
フェース、スケッチパッドを使用して
CGを描いているところ。

: 走る馬［サイズ可変］ 1878

エドワード・マイブリッジ
［イギリス-アメリカ・1830～1904］
馬の脚がすべて地面から離れる瞬間はあった。

A マイブリッジが設営した連続写真の
装置。建物の中にカメラが並べられて
おり、馬がカメラの前を通る瞬間に
シャッターが切れる工夫がしてある。
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